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『
曲
江
集
』
勅
書
を
読
む
会

　
　
　
　
唐
　
張
九
齢
『
曲
江
集
』
勅
書
内
容
総
覧 

―
―
巻
十
―
―

【
資
料
紹
介
】

は
じ
め
に

　

本
稿
は
『
史
学
研
究
集
録
』
第
四
〇
号
・
第
四
一
号
（
二
〇
一
五
年
・

二
〇
一
七
年
）
で
発
表
し
た
「
唐　

張
九
齢
『
曲
江
集
』
勅
書
内
容
総
覧

―
―
巻
八
―
―
」「
同
―
―
巻
九
―
―
」（
以
下
、「
内
容
総
覧
」
と
略
）

の
続
編
で
あ
る
。
本
稿
で
は
巻
十
の
勅
書
を
対
象
と
す
る
。
巻
十
に
収
録

さ
れ
る
十
八
首
の
宛
先
の
内
訳
は
、
西
南
首
領
（
二
）
の
ほ
か
は
、
許
斉

物
（
一
）、
陰
承
本
（
一
）、
王
斛
斯
（
九
）、
蓋
嘉
運
（
五
）
な
ど
西
北

方
面
の
地
方
軍
鎮
の
指
揮
官
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
四
川
方

面
の
少
数
民
族
と
吐
蕃
へ
の
対
応
、
安
西
に
侵
入
し
て
い
る
突
騎
施
に
対

す
る
処
置
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
起
草
年
代
は
開
元
二
十
二
年
か
ら

二
十
四
年
に
限
ら
れ
る
。

　

前
稿
の
刊
行
後
、曲
江
集
の
勅
書
に
関
わ
る
論
考
が
三
件
発
表
さ
れ
た
。

ま
ず
、
褚
桂
燕
「
従
張
九
齢
勅
書
看
唐
政
府
処
理
与
両
蕃
関
係
的
策
略
」

（『
華
北
水
利
水
電
大
学
学
報
』（
社
会
科
学
版
）
三
二
―
一
、二
〇
一
六

年
）、次
に
、赤
羽
目
匡
由「
渤
海
王
大
武
芸
へ
の
官
爵
授
与
を
め
ぐ
る
二
、

三
の
問
題
」（『
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
』十
二
、二
〇
一
六
年
）、そ
し
て
、

石
見
清
裕
「
唐
・
張
九
齢
『
曲
江
集
』
所
収
の
対
吐
蕃
国
書
四
首
に
つ
い

て
」（
荒
川
正
晴
・
柴
田
幹
夫
編
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
近
代
日
本
の
邂
逅

―
―
西
域
古
代
資
料
と
日
本
近
代
仏
教
―
―
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）

で
あ
る
。『
曲
江
集
』
と
い
う
希
有
な
史
料
が
、
今
後
ま
す
ま
す
利
用
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
な
お
、
各
論
考
は
本
巻
所
収
の
勅
書
と
は
直

接
関
係
す
る
内
容
で
は
な
い
。
し
か
し
、
褚
論
文
・
赤
羽
目
論
文
は
前
二

巻
に
含
ま
れ
る
勅
書
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
勅
書
の
年
代
比
定
の
相
違
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

巻
十
に
関
す
る
書
き
下
し
文
も
、
も
と
も
と
、
國
學
院
大
學
大
学
院
に

お
け
る
金
子
修
一
先
生
の
演
習
で
の
報
告
資
料
を
参
考
に
、『
曲
江
集
』

勅
書
を
読
む
会
で
、読
み
直
し
た
成
果
で
あ
る
。金
子
ゼ
ミ
で
の
講
読
は
、

巻
十
二
の
勅
書
部
分
を
読
了
し
た
。
そ
の
後
、
巻
十
三
・
十
四
に
含
ま
れ

る
勅
書
に
関
係
す
る
状
の
講
読
も
終
了
し
た
。
一
方
、『
曲
江
集
』
勅
書

を
読
む
会
で
は
巻
十
一
の
読
み
直
し
が
進
行
し
て
い
る
。

　

文
末
に
は
、『
曲
江
集
』
勅
書
に
関
わ
る
五
種
の
表
を
付
し
た
。
ま
ず
、

『
曲
江
集
』
勅
書
の
全
体
像
を
把
握
で
き
る
「
表
１
『
曲
江
集
』
巻
八
～

巻
十
二
勅
書
諸
本
対
照
表
訂
正
版
」、
次
に
、
巻
十
の
勅
書
の
内
容
を
一
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覧
で
き
る
「
表
２
『
曲
江
集
』
巻
十
勅
書
内
容
一
覧
表
」、
そ
し
て
、
先

行
研
究
の
起
草
時
期
を
確
認
で
き
る
「
表
３
『
曲
江
集
』
巻
十
勅
書
起
草

時
期
対
照
表
」
を
従
来
通
り
文
末
に
付
し
た
。
さ
ら
に
『
曲
江
集
』
の
中

か
ら
、
巻
八
～
十
二
の
勅
書
と
関
わ
り
の
深
い
「
状
」
を
整
理
し
た
「
表

４
『
曲
江
集
』
巻
十
三
～
巻
十
四　

状
諸
本
対
照
表
」
を
加
え
た
。
そ
し

て
最
後
に
、
当
時
の
宦
官
が
中
央
で
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
た
の
か
を

知
る
た
め
の
実
例
と
し
て
、『
曲
江
集
』
所
収
の
勅
書
と
前
掲
の
状
か
ら

宦
官
と
思
し
き
人
物
名
を
拾
い
上
げ
た
「
表
５
『
曲
江
集
』
宦
官
名
記
載

勅
書
・
状
一
覧
表
」
を
加
え
た
。
表
４
・５
に
よ
っ
て
、『
曲
江
集
』
勅
書

を
多
面
的
に
考
察
す
る
一
助
と
な
ろ
う
。そ
の
都
度
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
の
度
も
、
金
子
ゼ
ミ
に
お
け
る
巻
十
の
勅
書
に
関
す
る
諸
氏
の
報
告

資
料
と
授
業
で
の
発
言
は
、
大
い
に
参
考
と
な
っ
た
。
ま
た
、
金
子
先
生

に
は
多
く
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
金
子
先
生
を
は
じ

め
と
す
る
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
た
だ
し
、
諸
氏
の
意
見
を
参
考

に
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
後
の
検
討
で
異
な
る
意
見
を
採
用
し
た
場
合
も

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
曲
江
集
』
勅
書
を
読
む
会
に
本
史
料
紹
介
の
責

任
が
あ
る
こ
と
を
、
再
度
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

凡
例

○　

本
稿
は
、
張
九
齢
『
曲
江
集
』
の
注
釈
で
あ
る
。

○　

�

全
体
の
構
成
は
、「
本
文
」・「
表
」・「
主
要
参
考
文
献
」・「
参
考
史
料
」

か
ら
成
る
。

○　

�「
本
文
」
部
分
に
は
、
底
本
の
巻
数
と
条
文
番
号
（
通
号
）・【
題
】・

【
本
文
】・【
校
勘
】・【
書
き
下
し
】・【
宛
先
】・【
起
草
時
期
】・【
内
容
】

を
設
け
た
。

○　

�（
通
号
）
は
『
曲
江
集
』
収
録
の
詔
勅
九
十
三
条
な
ら
び
に
佚
文
の

通
し
番
号
で
あ
る
。

○　

�【
題
】
は
底
本
な
ら
び
に
参
考
諸
本
が
掲
げ
る
詔
勅
名
で
あ
る
。
し

か
し
命
題
の
経
緯
が
判
然
と
し
な
い
う
え
、
題
名
と
宛
先
間
に
異
同

が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
別
途
【
宛
先
】
を
設
け
た
。

○　

�【
本
文
】
は
『
四
部
叢
刊
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
一
九
年
）
を
底
本

と
し
、
研
究
会
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
標
点
を
付
し
た
。
字
体
は
九

巻
よ
り
原
則
と
し
て
旧
字
体
を
用
い
た
が
、
新
字
体
を
用
い
て
い
る

部
分
も
あ
る
。

○　
�【

校
勘
】
は
底
本
と
『
四
庫
全
書
』（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
六

年
）・『
全
唐
文
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）・『
文
苑
英
華
』（
中

華
書
局
、一
九
六
六
年
）・『
永
楽
大
典
』（
中
華
書
局
、一
九
八
六
年
）

間
の
文
字
の
異
同
を
示
し
た
。
本
稿
で
は
『
四
庫
』『
全
唐
』『
文
苑
』

『
永
楽
』
と
略
記
す
る
。
ま
た
、
校
勘
の
結
果
、
底
本
を
訂
正
す
る

場
合
に
は
、【
校
勘
】
に
そ
の
旨
を
記
し
、【
書
き
下
し
】
で
は
注
記
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し
な
い
。

○　
�【

書
き
下
し
】
は
研
究
会
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
書
き
下
し
案
を
提

示
す
る
。

○　

�【
宛
先
】
は
文
頭
の
「
敕
…
…
」
以
下
の
人
物
や
集
団
を
と
り
、
宛

先
が
複
数
の
場
合
は
併
記
し
た
。

○　

�【
起
草
時
期
】
は
該
当
勅
書
の
推
定
起
草
時
期
で
あ
る
。
起
草
時
期

の
詳
細
が
不
明
な
も
の
に
つ
い
て
は
「
張
九
齢
の
勅
書
起
草
可
能
時

期
」
と
し
た
。
詳
細
は
「
唐　

張
九
齢
『
曲
江
集
』
勅
書
内
容
総
覧

―
―
巻
八
―
―
」（『
史
学
研
究
集
録
』
第
四
〇
号
）
の
「
解
説
」
を

参
照
さ
れ
た
い
。

○　

�【
内
容
】
は
各
詔
勅
の
概
要
を
現
代
語
で
説
明
し
た
。
起
草
年
代
に

関
す
る
簡
単
な
考
察
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

○　

�【
内
容
】部
分
で
挙
げ
た
参
考
文
献
な
ら
び
に
参
考
史
料
は
、後
掲「
主

要
参
考
文
献
」・「
参
考
史
料
」
と
対
応
す
る
。

○　

�

引
用
史
料
は
旧
字
体
を
用
い
、そ
の
他
は
新
字
体
を
用
い
る
。ま
た
、

現
代
中
国
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
た
。

○　
『
曲
江
集
』
内
の
勅
書
の
引
用
は
、
通
号
に
よ
っ
て
明
示
し
た
。

○　
「
表
」
部
分
の
各
事
項
は
「
本
文
」
部
分
と
対
応
す
る
。

○　

�「
主
要
参
考
文
献
」
部
分
は
巻
十
の
【
内
容
】
に
て
使
用
し
た
文
献
、

な
ら
び
に
研
究
会
の
検
討
過
程
に
お
い
て
参
照
し
た
文
献
を
列
挙
し

た
。

○　

�「
主
要
参
考
文
献
」
の
記
載
順
は
著
者
名
の
五
〇
音
順
と
し
、
中
国

語
文
献
は
著
者
名
の
ピ
ン
イ
ン
順
と
し
た
。
ま
た
、
同
一
著
者
の
文

献
は
刊
行
年
月
日
順
に
並
べ
た
。

○　

�「
参
考
史
料
」
で
用
い
た
史
料
は
以
下
の
諸
本
に
よ
る
。『
旧
唐
書
』

（
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
）、『
新
唐
書
』（
中
華
書
局
、

一
九
七
五
年
）、『
冊
府
元
亀
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
）、『
資

治
通
鑑
』（
中
華
書
局
、
一
九
五
六
年
）、『
三
国
史
記
』（
学
習
院
東

洋
文
化
研
究
所
、
一
九
六
四
年
）、『
続
日
本
紀
』（
新
訂
増
補
国
史

大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）。

※�

本
稿
執
筆
時
の
会
の
主
な
参
加
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。岡
﨑
裕
子
・

菊
地
大
・
小
林
順
至
・
中
谷
景
介
・
沼
澤
由
貴
・
張
雯
雯
・
速
水
大
で

あ
る
。
本
文
の
内
容
の
検
討
と
執
筆
に
つ
い
て
は
、 

菊
地
・
速
水
・
小

林
・
岡
﨑
の
四
人
が
担
当
し
た
。

（
文
責　

速
水
）
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本
文

○
十
―
一
（
通
号
四
十
）

【
題
】

　

敕
常（

（
（

州
別
駕
董
懲
運
書

【
本
文
】

　

敕
常（

（
（

州
別
駕
董
懲
運
。
省
所
奏
王
昱
及
嚴
正
誨
表
、
具
知
所
縁
。
卿
父

往
在
常
州
、
連
年
縦
酒
、
既
加
風
疹
、
行
事
乖
踈
。
董
念
封
經
使
具
論
、

王
昱
始
奏
停
廢
、
皆
憑
實
状
、
不
是
冤
誣
。
後
自
病
亡
、
豈
可
怨
訴
、
所

言
不
直
、
欲
信
無
憑
。
卿
久
襲
冠
帯
、
復
拘
法
式
、
寧
不
知
此
、
猶
且
有

詞
。
至
於
卿
身
、
合
承
刺
史
、
比
來
未
受（

（
（

、
亦
則
有
由
。
聞
卿
少
年
、
未

閑
撫
字
。
擧
州
之
衆
、
交（

（
（

藉
綏
懐
、
若
蕃
部
不
安
、
豈
虛
此
位
。
卿
若
能

自
勵
、
從
此
改
修
、
父
亡
子
及
、
終
不
失
舊
。
卿
表
云
、
部
落
據
險
、
幾

許
無
知
、
亦
慮
惡
人
、
因
此
扇
誘
。
幸
無
他
故
、
勿
取
破
亡
。
今
故
令
内

使
往
、
問
部
落
及
百
姓
等
、
此
事
虛
實
、
還
日（

（
（

具
名
状
聞
。
比
極
暄
。
卿

及
部
落
百
姓
竝
平
安
好
。
遣
書
指
不
多
及
。

【
校
勘
】

（
１
）　
「
常
」
―
『
全
唐
』「
當
」

　
　
　

�

常
州
は
江
南
道
に
属
し
、
當
州
は
剣
南
道
北
部
に
あ
り
吐
蕃
と
の

国
境
に
あ
た
る
。
ま
た
、
當
州
周
辺
の
諸
州
首
領
に
宛
て
た
勅
書

で
あ
る
「
勅
當
息
羗
首
領
書
」（
通
号
四
十
一
）
に
董
懲
の
名
が

見
え
る
。
こ
れ
は
、
本
勅
書
中
の
董
懲
運
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
常
州
は
當
州
の
誤
り
で
あ
る
と
み
て
、

「
常
」
を
「
當
」
と
改
め
る
。

（
２
）　
「
常
」
―
『
全
唐
』「
當
」

（
３
）　
「
受
」
―
『
全
唐
』「
授
」

（
４
）　
「
交
」
―
『
全
唐
』「
又
」

（
５
）　
「
日
」
―
『
全
唐
』「
自
」

【
書
き
下
し
】

　

當
州
別
駕
董
懲
運
に
敕
す
。
奏
す
る
所
の
王
昱
及
び
嚴
正
誨
の
表
を
省み

る
に
、
具
さ
に
縁
る
所
を
知
る
。
卿
の
父
往さ
き

に
當
州
に
在
り
て
、
連
年
酒

を
縦
に
し
、
既
に
風
疹
を
加
え
、
事
を
行
な
う
に
乖そ
む

き
踈
お
ろ
そ
か

な
り
。
董
念

封
は
使
を
經
て
具
に
論
じ
、王
昱
始
め
て
停
廢
を
奏
し
、皆
實
状
に
憑
る
、

是
れ
冤
誣
な
ら
ず
。
後
に
自
ら
病
み
て
亡
ぬ
、
豈
に
怨
訴
す
べ
け
ん
や
、

言
う
所
直あ
た

ら
ず
、
信
ぜ
ん
と
欲
す
れ
ど
憑
る
無
し
。
卿
久
し
く
冠
帯
を
襲

い
、
復
た
法
式
に
拘
わ
る
、
寧
ん
ぞ
此
を
知
ら
ず
し
て
、
猶
お
且
つ
詞
有

ら
ん
や
。
卿
の
身
に
至
り
て
は
、
合ま
さ

に
刺
史
を
承
く
る
べ
く
も
、
比こ
の
ご
ろ來

未

だ
受
け
ざ
る
は
、
亦
た
則
ち
由
有
り
。
聞
く
な
ら
く
、
卿
は
少
年
に
し
て
、

未
だ
撫
字
を
閑な
ら
わ

ず
、
州
の
衆
を
擧こ
ぞ

り
て
交
こ
も
ご
も

藉た
よ

り
て
綏
懐
す
、
若
し
蕃

部
安
か
ら
ざ
れ
ば
、
豈
に
此
の
位
を
虛
し
う
せ
ん
や
。
卿
若
し
能
く
自
ら

勵
み
、
此
に
從
り
て
改
修
せ
ば
、
父
亡み
ま
か

り
て
子
が
及
び
、
終
に
舊も
と

を
失

わ
ず
。
卿
の
表
に
云
う
、
部
落
險
し
き
に
據
り
、
幾
許
か
を
知
る
無
し
、

亦
た
惡
人
此
に
因
り
て
扇
誘
す
る
を
慮
お
も
ん
ぱ
か

る
と
、
幸
い
に
他
の
故
わ
ざ
わ
い

無

け
れ
ば
、
破
れ
亡
び
る
を
取
る
こ
と
勿
れ
。
今
故
に
、
内
使
を
し
て
往
き

て
部
落
及
び
百
姓
等
に
、
此
の
事
の
虛
實
を
問
い
、
還
る
の
日
名
状
を
具

さ
に
し
て
聞
せ
し
む
。
比
ご
ろ
極
め
て
暄
あ
た
た
か

し
。
卿
及
び
部
落
の
百
姓
竝
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び
に
平
安
に
し
て
好
し
か
れ
。
書
を
遣
し
て
指
す
も
多
く
は
及
ば
ず
。

【
宛
先
】

　

當
州
別
駕
董
懲
運

【
起
草
時
期
】

　

開
元
二
十
二
年
・
二
十
三
年
・
二
十
四
年
い
ず
れ
か
の
三
月

【
内
容
】

　

當
州
は
「
歷
代
生
羌
之
地
」
と
さ
れ
る
。
唐
朝
は
貞
観
二
十
一
年

（
六
四
七
）
に
松
州
か
ら
分
置
し
、
当
地
の
董
氏
を
刺
史
と
し
た
［
史
料

一
］。
本
勅
書
で
は
、
父
の
死
後
、
お
そ
ら
く
刺
史
の
職
を
受
継
ぐ
こ
と

を
唐
朝
に
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
董
懲
運
に
対
し
、
そ
の
理
由
と
、
刺
史
就

任
に
は
「
蕃
部
」
の
安
定
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
通
号

四
十
一
は
茂
州
西
北
の
要
衝
「
安
戎
城
」
と
吐
蕃
兵
の
動
静
に
触
れ
、
同

時
期
の
起
草
と
思
わ
れ
る
通
号
九
十
で
は
「
當
州
百
姓
有
相
扇
動
」
と
あ

る
［
史
料
二
］。
こ
の
時
の
宣
使
「
内
給
事
王
承
訓
」
は
、
秋
ご
ろ
雟
州

に
も
使
い
し
、
通
号
九
十
一
で
は
「
國
家
與
之
（
＝
吐
蕃
）
通
和
、
未
常

有
惡
」
と
の
言
も
あ
る
が
、「
吐
蕃
於
蠻
、
擬
行
報
復
」「
擬
侵
蠻
落
、
兼

擬
取
鹽
井
」
と
の
玄
宗
の
言
葉
も
あ
り
、
成
都
・
昆
明
方
面
の
緊
迫
し
た

状
況
が
う
か
が
え
る
［
史
料
三
］。
開
元
二
十
三
年
夏
起
草
と
推
定
さ
れ

る
通
号
七
十
一
で
、
吐
蕃
は
前
年
七
月
に
雟
州
将
兵
が
抄
掠
し
た
と
言
っ

て
よ
こ
し
た
が
、
唐
は
筋
違
い
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
い
る
［
史
料
四
］。

以
上
か
ら
、
開
元
二
十
二
年
夏
～
秋
頃
、
成
都
・
昆
明
国
境
付
近
で
吐
蕃

と
の
間
に
問
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
勅
書
は
、
當
州
で
何

ら
か
の
動
き
が
あ
り
、
董
懲
運
に
注
意
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
唐
王
朝

が
吐
蕃
の
動
き
に
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

○
十
―
二
（
通
号
四
十
一
）

【
題
】

　

敕
當
息
羗
首
領
書

【
本
文
】

　

敕
當
息（

（
（

柘
靜
維
翼
等
諸
州
首
領
百
姓
等
。
前
者
令
王
承
訓
往
宣
問
、
事

止
當
州
、
比
其
却
來
云
、
諸
州
亦
有
所
望
。
州
縣
一
也
、
恩
豈
不
均
。
卿

等
祖
父
已
來
、
爲
國
守
境
、
皆
盡
忠
赤
、
防
捍
外
蕃
。
朝
廷
嘉
之
、
官
賞

相
繼
。
近
者
處
置
未
當
、
又
得
卿
表
所
論
、
朕
皆
依
行
、
想
皆
遂
願
。
今

聞
、
吐
蕃
屯
結
、
近
在
安
戎
。
比
來
通
和
、
未
有
深
隙
、
計
其
不
合
爲
寇
、

未
知
何
故
起
兵
。
卿
彼（

（
（

臨
邊
、
各
須
伺
候
、
慮
有
侵
軼
、
損
我
居
人
。
若

預
圖
之
、
保
無
憂
也
。
其
董
懲（

（
（

・
董
嘉
宗
、
已
有
處
分
訖
、
其
董
念
雙
・

羗
羗
嘉
弄
等
、
亦
卽
續
有
處
分
。
必
須
嚴
勒
蕃
部
、
豫
備
惡
人
、
寇
讐
縦

來
、
計
無
所
得
。
我
之
深
策
、
豈
不
在
茲
、
卿
等
榮
賞（

（
（

、
勿
憂
不
遂
。
今

故
令
王
承
訓
、
重
宣
往
意
。
比
已
熱
。
首
領
百
姓
等
、
竝
平
安
好
。
遣
書

指
不
多
及
。

【
校
勘
】

（
１
）　
「
息
」
―
『
全
唐
』「
悉
」

　
　
　

�
息
州
は
河
南
道
に
属
し
、
悉
州
は
剣
南
道
に
属
す
る
。
よ
っ
て
悉

に
改
め
る
。

（
２
）　
「
彼
」
―
『
全
唐
』「
比
」

（
３
）　
「
董
懲
」
―
『
全
唐
』「
董
懲
運
」
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（
４
）　
「
賞
」
―
『
全
唐
』「
貴
」

【
書
き
下
し
】

　

當
・
悉
・
柘
・
靜
・
維
・
翼
等
諸
州
の
首
領
百
姓
等
に
敕
す
。
前さ
き

に
王

承
訓
を
し
て
往
き
て
宣
問
せ
し
む
る
に
、
事
は
當
州
に
止
む
る
も
、
比
こ
の
ご
ろ

其
の
却
り
來
り
て
云
う
、
諸
州
亦
た
所
望
有
り
と
。
州
縣
一お
な
じ

な
り
、
恩

は
豈
に
均
し
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
卿
等
祖
父
已
來
、
國
の
爲
に
境
を
守
り
、

皆
な
忠
赤
を
盡
く
し
、
外
蕃
を
防
捍
す
。
朝
廷
之
を
嘉
し
、
官
賞
相
い
繼

ぐ
。
近
ち
か
ご
ろ

處
置
未
だ
當
た
ら
ざ
る
も
、又
卿
の
表
し
て
論
ず
る
所
を
得
て
、

朕
皆
依
り
て
行
な
う
、
想
う
に
皆
な
願
い
を
遂
げ
ん
。
今
聞
く
な
ら
く
、

吐
蕃
屯
結
し
、
近
く
安
戎
に
在
る
と
。
比こ
の
ご
ろ來

和
を
通
じ
、
未
だ
深
隙
有
ら

ざ
れ
ば
、
其
れ
を
計
る
に
寇
を
爲
す
べ
か
ら
ざ
り
て
、
未
だ
何
ぞ
故
こ
と
さ
ら

に

兵
を
起
こ
す
か
を
知
ら
ず
。
卿
彼
の
邊
に
臨
み
て
、
各
お
の
須
ら
く
伺
候

し
、
侵
軼
あ
り
て
、
我
が
居
人
を
損
な
う
を
慮
る
べ
し
。
若
し
預
か
じ
め

之
を
圖
ら
ば
、
保
ち
て
憂
い
無
き
な
り
。
其
の
董
懲
・
董
嘉
宗
は
已
に
處

分
有
り
て
訖
ん
ぬ
、
其
の
董
念
雙
・
羗
羗
嘉
弄
等
は
、
亦
た
卽
ち
續
い
て

處
分
有
り
。必
ず
須
ら
く
嚴
し
く
蕃
部
を
勒
し
、豫
め
惡
人
に
備
う
べ
し
。

寇
讐
縦
い
來
る
と
も
、
計
る
に
得
る
所
無
か
ら
ん
。
我
の
深
策
、
豈
に
茲

に
在
ら
ざ
ら
ん
や
、
卿
等
の
榮
賞
、
遂
げ
ざ
る
を
憂
う
勿
れ
。
今
故
に
王

承
訓
を
し
て
重
ね
て
往
意
を
宣
べ
し
む
。
比
こ
の
ご
ろ

已
に
熱
し
。首
領
百
姓
等
、

竝
び
に
平
安
に
好
し
か
れ
。
書
を
遣
し
て
指
す
る
も
多
く
及
ば
ず
。

【
宛
先
】

　

當
息
（
悉
）
柘
靜
維
翼
等
諸
州
首
領
百
姓
等

【
起
草
時
期
】

　

開
元
二
十
二
年
・
二
十
三
年
・
二
十
四
年
い
ず
れ
か
の
夏

【
内
容
】

　

王
承
訓
が
當
州
別
駕
董
懲
運
に
通
号
四
十
を
伝
え
た
際
に
、
當
・
悉
・

柘
・
静
・
維
・
翼
等
諸
州
の
首
領
が
表
を
提
出
し
た
こ
と
、
朝
廷
が
そ
の

願
い
を
す
み
や
か
に
聞
き
入
れ
、
懐
柔
し
、
吐
蕃
の
動
き
に
対
抗
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
様
子
が
み
え
る
。
當
州
以
下
の
諸
州
は
吐
蕃
の
南
下
ル
ー

ト
の
国
境
地
帯
に
あ
る
。
董
氏
は
そ
の
刺
史
と
し
て
名
が
散
見
す
る
［
史

料
一
］。
本
勅
書
で
は
董
嘉
宗
・
董
念
雙
・
羗
羗
嘉
弄
ら
の
名
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
董
懲
運
は
、
剣
南
節
度
副
大
使
・
剣
南
道
採
訪
処
置
使
王
昱

の
報
告
が
き
っ
か
け
で
、
董
氏
の
失
政
へ
の
不
満
や
吐
蕃
と
の
内
応
な
ど

を
う
た
が
わ
れ
た
。
統
治
の
緩
み
を
知
っ
た
唐
朝
が
吐
蕃
の
動
き
に
対
抗

す
る
た
め
本
勅
書
を
下
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
王
承
訓
の
名
が
見
え
る

四
通
の
勅
書
の
う
ち
、
通
号
九
十
は
「
當
州
百
姓
有
相
扇
動
」
と
不
穏
な

動
き
を
伝
え
、「
卿
等
祖
父
忠
赤
、
輸
誠
國
家
」
と
、
本
勅
書
と
同
様
に

忠
誠
を
求
め
て
い
る［
史
料
二
］。唐
は
安
戎
城
・
雟
州
塩
井
城
を
め
ぐ
り
、

東
進
す
る
吐
蕃
と
緊
張
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
安
戎
城
は

儀
鳳
年
間
に
吐
蕃
の
南
下
ル
ー
ト
の
要
衝
に
築
か
れ
た
。
羌
族
が
吐
蕃
を

引
き
入
れ
て
落
城
さ
せ
た
経
緯
が
あ
り
、
結
局
開
元
二
十
六
年
に
吐
蕃
に

落
ち
た
［
史
料
五
・
六
］。
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○
十
―
三
（
通
号
四
十
二
）

【
題
】

　

敕
雟
州
都
督
許
齊
物
書

【
本
文
】

　

敕
許
齊
物
。
近
者
投
降
吐
蕃
云
、
蕃
兵
已
向
、
南
出（

（
（

盬
井
。
比
已
敕
達

奚
守
珪
・
蒙
歸
義
訖
。
卿
可
嚴
備
、
勿
失
事
宜
、
應
須
防
守
、
竝
委
量
事

處
分
。
仍
遠
著
斥
候（

（
（

、
知
其
有
無
、
有
則
從
權
、
無
則
仍
舊
、
愼
勿
生
事
、

騒
擾
邉
人
。
秋
中
漸
涼
。
及
吏
人（

（
（

已
下
竝
平
安
好
。
遣
書
指
不
多
及
。

【
校
勘
】

（
１
）　
「
出
」
―
『
四
庫
』『
全
唐
』「
敢
」

（
２
）　
「
斥
候
」
―
『
全
唐
』「
斥
堠
」

（
３
）　
「
及
吏
人
」
―
『
全
唐
』「
卿
及
吏
人
」　

【
書
き
下
し
】

　

許
齊
物
に
敕
す
。
近ち
か
ご
ろ者
投
降
せ
る
吐
蕃
云
う
、
蕃
兵
已
に
向
い
、
南
し

て
盬
井
に
出
ず
る
と
。
比
こ
の
ご
ろ

已
に
達
奚
守
珪
・
蒙
歸
義
に
敕
し
て
訖
ん
ぬ
。

卿
嚴
し
く
備
え
、
事
宜
を
失
う
こ
と
勿
る
べ
し
、
應
に
須
ら
く
防
ぎ
守
る

べ
し
、竝
び
に
事
を
量
り
て
處
分
す
る
を
委
ぬ
。
仍し
き
り

に
遠
く
斥
候
に
著
け
、

其
の
有
無
を
知
り
、有
ら
ば
則
ち
權
に
從
い
、無
か
ら
ば
則
ち
舊
に
仍
り
、

愼
し
み
て
事
を
生
じ
て
、邉
人
を
騒
擾
す
る
こ
と
勿
れ
。秋
中
漸
く
涼
し
。

（
卿
）
及
び
吏
人
已
下
竝
び
に
平
安
に
し
て
好
し
か
れ
。
書
を
遣
わ
し
て

指
す
る
も
多
く
は
及
ば
ず
。

【
宛
先
】

　

許
齊
物

【
起
草
時
期
】

　

開
元
二
十
二
年
ま
た
は
開
元
二
十
三
年
の
八
月

【
内
容
】

　

雟
州
都
督
許
斉
物
［
史
料
七
］
に
対
し
て
出
さ
れ
た
勅
書
。
内
容
は
通

号
四
十
三
を
参
照
の
こ
と
。

○
十
―
四
（
通
号
四
十
三
）

【
題
】

　

敕
隴
右
節
度
陰
承
本
書

【
本
文
】

　

敕
隴
右
節
度
使
陰
承
本
。
使
人
范
正
顔
至
、
省
表
具
之（

（
（

。
朕
於（

（
（

吐
蕃
、

恩
信
不
失
、
彼
心
有
異
、
操
持
兩
端
。
陰
結
突
騎
施
、
密
相
來
往
、
事
既

醜
露
、
却
以
怨
尤
。
乃
去（

（
（

姚
雟
用
兵
、
取
其
城
堡
。
略
觀
此
意
、
必
欲
爲

惡
。
必
不
得
先
擧
、
但
須
嚴
備
。
遠
加
斥
候（

（
（

、
察
其
動
靜
。
若
形
兆
已
見
、

馳
狀
以
聞
。
諸
處
軍
城
、
數
加
戒
勒（

（
（

、
若
不
稱
職
、
速
須
改
換
。
今
年
交

兵
、
新
到
隴
右
、
未
經
戎
事
、
大
須
訓
習
。
在
彼
處
置
、
委
卿
裁
之
、
雖

有
邉
虞
、
固
無
憂
也
。
秋
初
尚
熱
、
卿
及
將
士
竝
平
安
好
。
遣
書
指
不
多

及
。

【
校
勘
】

（
１
）　�「
具
之
」
―
『
全
唐
』『
四
庫
』「
具
知
」、『
曲
江
集
』
勅
書
に
「
具

知
」
の
用
例
も
散
見
す
る
が
、
原
本
に
從
う
。

（
２
）　
「
於
」
―
『
四
庫
』「
于
」

（
３
）　
「
去
」
―
『
全
唐
』「
云
」。
文
脈
か
ら
「
云
」
を
採
る
。
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（
４
）　
「
候
」
―
『
全
唐
』「
堠
」

（
５
）　
「
勒
」
―
『
全
唐
』「
敕
」

【
書
き
下
し
】

　

隴
右
節
度
使
陰
承
本
に
敕
す
。
使
人
范
正
顔
至
り
、
表
を
省み

て
之
を
具

に
す
。
朕
は
吐
蕃
に
お
い
て
恩
信
失
わ
ざ
る
も
、
彼
の
心
は
異
有
り
て
、

兩
端
を
操
持
す
。
陰ひ
そ
か

に
突
騎
施
と
結
び
、
密ひ
そ
か

に
相
い
來
往
す
る
も
、
事

既
に
醜
露
し
、
却
り
て
怨
尤
を
以
て
す
。
乃
ち
云
う
姚
・
雟
兵
を
用
い
て

其
の
城
堡
を
取
る
と
。
略ほ
ぼ

こ
の
意
を
觀
る
に
、
必
ず
や
惡
を
爲
さ
ん
と
欲

せ
ん
。
必
ず
先
に
擧
す
る
を
得
ざ
れ
、
但
し
須
ら
く
嚴
備
し
、
遠
く
斥
候

を
加
え
、
其
の
動
靜
を
察
す
べ
し
。
若
し
形
兆
已
に
見あ
ら

わ
れ
れ
ば
、
狀
を

馳
せ
て
以
て
聞
せ
よ
。
諸
處
の
軍
城
は
數
し
ば
し
ば

戒
勒
を
加
え
、
若
し
職
に
稱か
な

わ
ざ
れ
ば
、
速
か
に
改
換
す
べ
し
。
今
年
兵
を
交か

え
、
新
た
に
隴
右
に
到

り
、
未
だ
戎
事
を
經
ざ
れ
ば
、
大
い
に
訓
習
す
べ
し
。
彼
に
在
り
て
の
處

置
は
卿
の
之
を
裁
く
に
委
ぬ
、
邉
の
虞お
そ
れ

有
り
と
い
え
ど
も
、
固
よ
り
憂

い
無
き
な
り
。
秋
の
初
め
尚
お
熱
し
、
卿
及
び
將
士
竝
び
に
平
安
に
し
て

好
し
か
れ
。
書
を
遣
し
て
指
す
も
多
く
及
ば
ず
。

【
宛
先
】

　

隴
右
節
度
使
陰
承
本

【
起
草
時
期
】

　

開
元
二
十
二
年
ま
た
は
二
十
三
年
の
八
月

【
内
容
】

　

通
号
四
十
二
に
は
「
近
者
投
降
吐
蕃
云
、
蕃
兵
已
向
、
南
出
盬
井
。
比

已
敕
達
奚
守
珪
・
蒙
歸
義
訖
」、
通
号
九
十
一
で
は
「
吐
蕃
於
蠻
、
擬
行

報
復
、
又
嶲
州
鹽
井
、
本
屬
國
家
、
中
間
被
其
内
侵
、
近
日
始
復
収
得
。

卿
彼
蕃
落
、
亦
應
具
知
。
吐
蕃
惟
利
是
貪
、
數
論
鹽
井
、
比
有
信
使
、
頗

以
爲
詞
。
今
知
其
將
兵
、
擬
侵
蠻
落
、
兼
擬
取
鹽
井
」
と
記
さ
れ
て
お
り

［
史
料
二
］、
吐
蕃
が
嶲
州
の
塩
井
［
史
料
八
］
を
狙
っ
て
唐
と
の
間
で

頻
繁
に
小
競
り
合
い
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
通
号

九
十
一
で
は
、
蒙
帰
義
に
対
し
姚
州
都
督
達
奚
守
珪
［
史
料
九
］
と
計
会

し
て
吐
蕃
に
あ
た
る
よ
う
に
命
じ
て
お
り
、
通
号
四
十
二
は
そ
の
件
を
嶲

州
都
督
の
許
齊
物
に
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
陰
結
突
騎
施
、
密

相
來
往
」
の
部
分
は
、
通
号
七
十
六
に
み
え
る
［
史
料
十
］
吐
蕃
と
突
騎

施
・
突
厥
の
婚
姻
を
介
し
た
同
盟
の
こ
と
で
あ
り［
史
料
十
一
］、佐
藤
長
・

森
安
孝
夫
両
氏
に
よ
る
と
、『
年
代
記
』
の
犬
の
年
（
開
元
二
十
二
年
、

七
三
四
）に
吐
蕃
の
王
女
が
突
騎
施
の
可
汗
の
も
と
に
嫁
い
で
い
る
。よ
っ

て
「
與
其
婚
姻
」
は
開
元
二
十
二
年
の
こ
と
で
あ
り
、
吐
蕃
の
塩
井
へ
の

侵
入
も
開
元
二
十
二
年
以
降
に
起
っ
た
出
来
事
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

本
勅
書
の
「
乃
去
姚
雟
用
兵
、
取
其
城
堡
」
の
部
分
は
通
号
七
十
一
の
「
所

云
去
年
七
月
雋
州
將
兵
抄
掠
、兼
有
詃
誘
」に
対
応
し
て
い
る［
史
料
四
］。

以
上
か
ら
、
本
勅
書
は
、
国
境
付
近
の
城
で
吐
蕃
と
姚
州
・
雟
州
の
兵
が

衝
突
し
た
際
に
、
隴
右
節
度
使
陰
承
本
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
吐
蕃
に
動

き
が
あ
れ
ば
至
急
報
告
せ
よ
と
指
示
を
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
陰
承
本
は

正
史
に
は
名
が
見
え
な
い
が
、
金
石
文
に
記
録
が
あ
る
［
史
料
十
二
］。
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○
十
―
五
（
通
号
四
十
四
）

【
題
】

　

敕
安
西
節
度
王
斛
斯
書

【
本
文
】

　

敕
四
鎭
節
度
副
大
使
・
安
西
副
大
都
督
護（

（
（

王
斛
斯
及
將
士
等
。
突
騎
施

輒（
（
（

凶
暴
、
侵
我
西
陲
、
卿
等
懸
軍
、
遇
此
狂
賊
。
爰
自
去
夏
、
以
迄
于
今
、

攻
戰
相
仍
、
念
甚
勤
苦
。
近
者
聞
在
撥
換
、
兵
少
賊
多
。
朕
毎
憂
之
、
慮

遭
呑
噬
。
又
聞
兵
勢
漸
合
、
將
士
同
心
。
父
子
之
軍
、
亦
不
在
衆
、
犬
羊

之
類（

（
（

、
復
何
能
爲
、
屡
有
殺
獲
、
固
其
宜
也
。
卿
等
各
負
忠
勇
、
爲
國
亡

身
、
鋒
鏑
之
間
、
瘡
痍
未
免
、
或
致
物
故
、
深
用
哀
傷
。
朱
仁
惠
竟
致
淪

亡
、
良
可
悼
惜
、
具
有
褒
贈
、
以
慰
營
魂
、
福
流
子
孫
、
良
亦
在
此
。
其

有
頻
當
矢
石
、
毎
戰
有
功
、
義
可
成
名
、
勇
能
抗
敵
、
或
能
出
奇
、
以
挫

凶
威
、
竝
具
狀
以
聞
、
卽
有
優
拔
。
自
餘
戰
士
、
盡
力
邉
荒
、
計
其
積
勞
、

又
在
絶
遠
、
至
於
行
賞
、
豐
比
尋
常（

（
（

、
勉
樹
功
名
、
卽
有
官
爵
。
且
北
山

雲
間
、
虜
衆
又
疲
、
歸
途
既
難
、
必
有
携
貳
、
張
義
之
將
兵
若
至
、
河
西
・

北
庭
兵
又
大
集
、
滅
胡
之
擧（

（
（

、
亦
在
今
時
、
可
臨
事
圖
之
、
無
失
便
也
、

一
勞
永
逸
、
豈
不
在
茲
。
所
奏
縦
賓
軌
・
魏
蹇
等
官
、
及
前
年
第
一
立
功

入
官（

（
（

、
竝
依
所
請
訖
、
告
身
卽
差
使
頒
送
。
初
春
尚
寒
、
卿
及
將
士
已
下
、

竝
平
安
好
、
遣
書
指
不
多
及
。

【
校
勘
】

（
1
）　�「
大
都
督
護
」
―
諸
本
と
も
、「
大
都
督
護
」
と
す
る
。
通
号

四
十
六
で
の
表
記
は
「
大
都
督
」
で
あ
る
。
意
を
以
て
「
大
都
護
」

と
改
め
る
。

（
２
）　
「
突
騎
施
輒
」
―
『
永
楽
』「
突
騎
輒
施
」

（
３
）　
「
犬
羊
之
類
」
―
『
文
苑
』「
烏
合
之
類
」

（
４
）　�「
豐
比
尋
常
」―『
文
苑
』「
豈
比
尋
常
」、文
意
か
ら
判
断
し
て「
豈

比
尋
常
」
を
採
る
。

（
５
）　
「
滅
胡
之
擧
」
―
『
文
苑
』「
滅
寇
之
擧
」

（
６
）　
「
第
一
立
功
入
官
」
―
『
文
苑
』「
第
一
立
功
人
官
」

【
書
き
下
し
】

　

四
鎭
節
度
副
大
使
・
安
西
副
大
都
護
王
斛
斯
及
び
將
士
等
に
敕
す
。
突

騎
施
輒
ち
凶
暴
に
し
て
、
我
が
西
陲
を
侵
し
、
卿
等
懸
軍
し
て
、
此
の
狂

賊
に
遇
う
。
爰
に
去
夏
自
り
、
以
て
今
に
迄お
よ

び
、
攻
戰
相
仍か
さ

ね
、
甚
は
な
は
だ

勤

苦
な
る
を
念
う
。
近ち
か
ご
ろ者
聞
く
撥
換
に
在
り
て
は
、
兵
少
く
賊
多
し
と
。
朕

毎つ
ね

に
之
を
憂
い
、
呑
噬
に
遭
う
を
慮
る
。
又
た
聞
く
兵
勢
は
漸
く
合
い
、

將
士
は
心
を
同
じ
く
す
る
と
。
父
子
の
軍
、
亦
た
衆
き
に
在
ら
ざ
る
も
、

犬
羊
の
類
、
復
た
何
ぞ
能
く
爲
さ
ん
、
屡
し
ば
殺
獲
有
る
は
、
固
よ
り
其

れ
宜
な
り
。
卿
等
各
々
忠
勇
を
負
い
、
國
の
爲
に
身
を
亡
ぼ
し
、
鋒
鏑
の

間
、
瘡
痍
未
だ
免
ま
ぬ
が
れ

ず
、
或
い
は
物
故
に
致
る
に
、
深
く
用
て
哀
傷
す
。

朱
仁
惠
の
竟
に
淪
亡
を
致
す
は
、
良
に
悼
惜
す
べ
く
、
具
さ
に
褒
贈
有
り

て
、以
て
營
魂
を
慰
め
、
福
さ
い
わ
い

の
子
孫
に
流
る
る
は
、良
に
亦
た
此
に
在
り
。

其
の
頻
り
に
矢
石
に
當
た
り
、
戰
う
ご
と
に
功
有
る
も
の
、
義
に
し
て
名

を
成
す
べ
き
も
の
、
勇
に
し
て
能
く
敵
を
抗
ぐ
も
の
、
或
い
は
能
く
奇
を

出
だ
し
て
、
以
て
凶
威
を
挫
く
も
の
有
れ
ば
、
竝
び
に
具
に
狀
し
以
て
聞

す
れ
ば
、
卽
ち
優
拔
有
り
。
自
餘
の
戰
士
、
力
を
邉
荒
に
盡
く
す
に
、
其

の
積
勞
を
計
る
こ
と
、
又
た
絶
遠
に
在
り
、
行
賞
に
至
り
て
は
、
豈
に
尋
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常
に
比
せ
ん
や
、
勉
め
て
功
名
を
樹
つ
れ
ば
、
卽
ち
官
爵
を
有
つ
。
且
く

北
山
の
雲
間
、
虜
衆
又
た
疲
れ
、
歸
途
既
に
難
し
、
必
ず
携
貳
有
り
。
張

義
之
兵
を
將
い
て
若
し
至
ら
ば
、
河
西
・
北
庭
の
兵
又
た
大
い
に
集
う
、

滅
胡
の
擧
は
、
亦
た
今
時
に
在
り
、
事
に
臨
み
て
之
を
圖
り
、
便
を
失
う

こ
と
無
か
る
べ
き
な
り
。
一
た
び
勞
し
て
永
く
逸や

す
ん
ず
る
は
、
豈
に
茲

に
在
ら
ざ
ら
ん
や
。
奏
す
る
所
の
縦
賓
軌
・
魏
蹇
等
の
官
、
及
び
前
年
第

一
立
功
の
も
の
の
官
に
入
る
は
、
竝
び
に
請
う
所
に
依
り
て
訖
わ
ん
ぬ
、

告
身
は
卽
ち
使
を
差
し
て
頒
送
せ
し
む
。
初
春
尚
お
寒
し
、
卿
及
び
將
士

已
下
、
竝
び
に
平
安
に
し
て
好
し
か
れ
、
書
を
遣
わ
し
て
指
す
も
多
く
は

及
ば
ず
。

【
宛
先
】

　

四
鎭
節
度
副
大
使
・
安
西
副
大
都
護
王
斛
斯
及
將
士
等

【
起
草
時
期
】

　

開
元
二
十
四
年
正
月

【
内
容
】

　

開
元
二
十
三
年
夏
以
来
の
突
騎
施
の
侵
入
［
通
号
五
十
三
、
史
料

十
三
］
に
つ
い
て
、
敵
が
多
く
撥
換
城
の
守
備
兵
が
少
な
い
こ
と
は
心
配

だ
が
、
唐
軍
の
体
勢
が
最
近
徐
々
に
整
っ
て
き
て
お
り
、
軍
勢
は
少
な
く

と
も
戦
果
を
挙
げ
て
い
る
と
の
認
識
を
示
す
。
そ
し
て
、
安
西
都
護
府
の

軍
隊
の
勇
敢
な
戦
い
を
称
え
、
死
傷
者
に
対
し
て
哀
悼
の
意
を
述
べ
て
い

る
。
戦
死
者
の
功
績
は
そ
の
子
孫
に
報
い
る
こ
と
、
こ
の
度
の
辺
境
防
備

で
の
功
労
は
通
常
の
勤
務
評
定
よ
り
も
高
く
評
価
す
る
こ
と
、を
伝
え
る
。

さ
ら
に
、
張
羲
之
が
合
流
す
れ
ば
、
安
西
・
北
庭
・
河
西
の
軍
隊
が
集
合

す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
機
会
を
と
ら
え
て
突
騎
施
を
滅
ぼ
す
よ
う
命
じ

て
い
る
。
最
後
に
、
従
來
の
報
告
に
あ
っ
た
功
績
に
対
し
て
、
官
職
授
与

の
処
理
が
終
了
し
告
身（
任
命
辞
令
書
）を
送
付
し
た
こ
と
を
伝
達
す
る
。

本
勅
書
に
は
、
適
正
な
論
功
行
賞
が
行
わ
れ
て
い
る
と
伝
え
る
こ
と
で
諸

軍
に
奮
起
を
促
す
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

本
勅
書
で
死
亡
が
記
さ
れ
る
朱
恵
仁
は
、
通
号
五
十
三
（
開
元
二
十
三

年
十
月
）
に
「
朱
惠
」
と
し
て
見
え
、
そ
こ
に
は
矢
に
当
り
負
傷
し
て
治

療
中
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
勅
書
は
通
号
五
十
三
の
後
の
起
草
と

な
る
。
ま
た
、
張
羲
（
義
）
之
は
、
開
元
二
十
三
年
十
月
起
草
の
通
号

十
二
、
同
年
十
一
月
起
草
の
通
号
五
十
二
に
も
見
え
る
。
通
号
五
十
二
は

「
遍
城
」
で
突
騎
施
相
手
に
籠
城
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
。
本
勅
書
は

張
羲
之
合
流
の
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
の
で
、
本
勅
書
起
草
時
に
「
遍

城
」
の
包
囲
が
解
け
た
と
の
情
報
が
入
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
、「
在
撥
換
、
兵
少
賊
多
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
撥
換
城
の
包
囲

は
な
お
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

○
十
―
六
（
通
号
四
十
五
）

【
題
】

　

敕
北
庭
經
略
使
蓋
嘉
運
書

【
本
文
】

　

敕
蓋
嘉
運
等
。
安
西
去
年
、
屢
有
攻
戰
、
醜
虜
肆
惡（

（
（

、
懸
軍
可
憂
。
卿

深
識
事
宜
、
以
時
救
援
、
先
聲
既
振
、
後
殿
載
揚
。
凶
黨
聞
之（

（
（

、
巻
甲
而

遁
、
使
我
邉
鎭
、
且
得
休
息
。
然
此
賊
爲
患
、
勢
未
必
已
、
可
數
與
王
斛
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斯
計
會
、
毎
事
先
防
。
彼
將
自
勞
、
衆
則
離（

（
（

貮
、
我
因（

（
（

其
隙
、
從
此
可
圖
、

善
熟
籌
之
、
勿
失
便
也
。
春
晩
、
卿
及
將
士
已
下
竝
平
安
好
。
遣
書
指
不

多
及
。

【
校
勘
】

（
１
）　
「
惡
」
―
『
四
庫
』「
虐
」

（
２
）　
「
聞
之
」
―
『
文
苑
』「
之
間
」

（
３
）　
「
離
」
―
『
四
庫
』「
攜
」

（
４
）　
「
因
」
―
『
四
庫
』「
乘
」

【
書
き
下
し
】

　

蓋
嘉
運
等
に
敕
す
。
安
西
去
年
、
屢
し
ば
攻
戰
あ
り
、
醜
虜
惡
を

肆
ほ
し
い
ま
ま

に
し
、懸
軍
憂
う
べ
し
。卿
深
く
事
宜
を
識
り
、時
を
以
て
救
援
す
、

先
聲
既
に
振
い
、後
殿
載す
な
わ

ち
揚
ぐ
。凶
黨
之
を
聞
き
て
巻
甲
し
て
遁
が
れ
、

我
が
邉
鎭
を
し
て
且
し
ば
ら
く

は
休
息
を
得
さ
し
む
。
然
し
て
此
の
賊
の
患
を
爲

し
、
勢
未
だ
必
ず
し
も
已
ま
ず
、
數し
ば
し

ば
王
斛
斯
と
計
會
し
、
事
ご
と
に

先
に
防
ぐ
べ
し
。
彼
れ
將ま
さ

に
自
ら
勞ろ
う

せ
ば
、
衆
則
ち
離
貮
し
、
我
其
の
隙

に
因
り
て
、
此
從
り
圖
る
べ
し
、
善
く
熟
つ
ら
つ
ら

籌
り
て
、
便
を
失
す
る
勿
れ
。

春
晩
、
卿
及
び
將
士
已
下
竝
び
に
平
安
に
し
て
好
し
か
れ
。
書
を
遣
わ
し

て
指
す
も
多
く
及
ば
ず
。

【
宛
先
】

　

蓋
嘉
運
等

【
起
草
時
期
】

　

開
元
二
十
四
年
三
月
の
可
能
性
が
高
い
。
二
十
三
年
三
月
の
可
能
性
も

あ
る
。

【
内
容
】

　

蓋
嘉
運
に
対
し
、
去
年
の
「
醜
虜
」（
突
騎
施
）
の
安
西
へ
の
侵
攻
の

際
に
、
北
庭
よ
り
救
援
に
駆
け
つ
け
て
安
西
を
救
っ
た
こ
と
を
褒
め
る
。

た
だ
し
、
突
騎
施
の
動
き
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
王
斛
斯
と
常
に
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
で
侵
攻
を
予
防
し
、
隙
に
乗
じ
て
攻
め
る
よ
う
に
指

示
し
て
い
る
。「
安
西
去
年
、
屢
有
攻
戰
」
は
開
元
二
十
三
年
夏
以
降
の

突
騎
施
の
侵
攻
の
可
能
性
が
高
く
、
開
元
二
十
四
年
の
起
草
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
当
時
、
突
騎
施
は
連
年
安
西
都
護
府
管
内
に
侵
入
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
（
通
号
五
十
）。
そ
の
た
め
、
開
元
二
十
三
年
発
布
の
可

能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。「
春
晩
」
を
「
晩
春
」
と
と
ら
え
れ
ば
、
三
月

の
こ
と
と
な
る
。

○
十
―
七
（
通
号
四
十
六
）

【
題
】

　

敕
安
西
節
度
王
斛
斯
書

【
本
文
】

　

敕
四
鎭
節
度
副
大
使
安
西
副
大
都
護
王
斛
斯
等
。
往（

（
（

賊
經
冬
、
犯
邉
爲

梗
、
將
士
守
備
、
不
釋（

（
（

戈
甲
、
言
念
勤
苦
、
良
深
嗟
嘆
。
既
負
忠
義
、
爲

國
盡
誠
、
懦
夫
所
難
、
志
士
所
重
、
感
激
増
氣
、
視
死
如
歸
、
古
人
之
言
、

今
知
之
矣
。
又
聞
此
賊
尋
亦
退
散
、
攻
圍
既
解
、
且
得
休
息
。
朕
雖
在
九

重
、
心
懸
萬
里
、
念
慮
之
至
、
想
所
知
之
。
近
既
加
兵
、
惟
憂
糧
貯（

（
（

、
諸

處
屯
種
、
今
復
何
如
。
逆
賊
有
謀
、
還
慮
殘
暴
、
必
須
善
守
、
無
令
損
失
。

若
諸
城
有
糧
、
復
兵
足
用
、
忿
戾
之
虜
、
行
應
再
來
、
勞
衆
離
心
、
豈
能
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無
隙
、
乘
此
一
擧
、
蕩
滅
有
期
、
宜
善
撫
我
人
、
以
待
其
弊
。
小
捷
小
獲
、

何
用
此
爲
。
春
晩
極
暄
、
卿
及
將
士
已
下
、
竝
平
安
好
。
今
賜
卿
衣
一
副
、

至
宜
領
取
、
遣
書
指
不
多
及
。

【
校
勘
】

（
１
）　�「
往
賊
」
―
『
四
庫
』『
文
苑
』『
永
楽
』「
狂
賊
」。
こ
こ
で
は
、

通
号
四
十
四
の
表
現
を
も
と
に
「
狂
賊
」
を
と
る
。

（
２
）　
「
不
釋
」
―
『
四
庫
』「
不
失
」

（
３
）　
「
糧
貯
」
―
『
四
庫
』「
糧
儲
」

【
書
き
下
し
】

　

四
鎭
節
度
副
大
使
・
安
西
副
大
都
護
王
斛
斯
等
に
敕
す
。
狂
賊
冬
を
經

て
、
邉
を
犯
し
梗
と
爲
る
、
將
士
守
備
し
、
戈
甲
を
釋と

か
ず
、
言こ
こ

に
勤
苦

を
念
い
、
良ま
こ
と

に
深
く
嗟
嘆
す
。
既
に
忠
義
を
負
い
、
國
の
爲
に
誠
を
盡

く
す
、
懦
夫
の
難
く
す
る
所
、
志
士
の
重
ん
ず
る
所
に
し
て
、
感
激
し
氣

を
増
し
、
死
を
視
る
こ
と
歸
す
る
が
如
し
、
古
人
の
言
、
今
之
を
知
る
。

又
た
聞
く
此
の
賊
尋
い
で
亦
た
退
散
し
、
攻
圍
既
に
解
け
、
且し
ば
ら

く
休
息

す
る
を
得
と
。
朕
九
重ち
ょ
う

に
在
る
と
雖
も
、
心
は
萬
里
に
懸
け
、
念
慮
の

至
り
、
想
う
に
之
を
知
る
所
な
り
。
近
く
既
に
兵
を
加
え
、
惟
だ
糧
貯
を

憂
う
の
み
、
諸
所
の
屯
種
、
今
復
た
何い
か
ん如

。
逆
賊
謀
有
り
、
還ま

た
殘
暴
を

慮
る
、
必
ず
須
ら
く
善
く
守
り
、
損
失
せ
し
む
る
こ
と
無
か
る
べ
し
。
若も

し
諸
城
糧
有
ら
ば
、
復
た
兵
用
う
る
に
足
る
、
忿ふ
ん

戾れ
い

の
虜
、
行
お
こ
な
い

再
來
に

應あ
た

り
、
衆
を
勞
し
て
心
を
離
す
、
豈
に
能
く
隙
無
く
さ
ん
や
、
此
の
一
擧

に
乘
ず
る
も
、
蕩
滅
す
る
に
期
有
り
、
宜
し
く
善
く
我
が
人
を
撫や
す

ん
し
、

以
て
其
の
弊
を
待
つ
べ
し
。
小
捷
小
獲
、
何
ぞ
用
て
此こ
こ

に
爲
さ
ん
。
春
晩

極
め
て
暄あ

た
た

か
し
、
卿
及
び
將
士
已
下
、
竝
び
に
平
安
に
し
て
好
し
か
れ
。

今
卿
に
衣
一
副
を
賜
う
、
至
り
て
宜
し
く
領
取
す
べ
し
、
書
を
遣
わ
し
て

指
す
も
多
く
は
及
ば
ず
。

【
宛
先
】

　

四
鎭
節
度
副
大
使
安
西
副
大
都
護
王
斛
斯
等

【
起
草
時
期
】

　

開
元
二
十
四
年
三
月

【
内
容
】

　

王
斛
斯
ら
に
対
し
て
、
昨
年
冬
か
ら
の
「
狂
賊
」
の
侵
入
に
対
し
よ
く

守
っ
た
こ
と
を
慰
労
す
る
。
通
号
四
十
四
の
記
述
か
ら
、
こ
の
「
狂
賊
」

が
突
騎
施
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
突
騎
施
の
包
囲
が
解
け
、
安

西
諸
軍
が
休
息
を
と
れ
る
状
況
に
な
っ
た
と
あ
る
の
で
、
通
号
四
十
四
起

草
時
に
は
未
解
決
で
あ
っ
た
「
撥
換
城
」
包
囲
が
、
本
勅
書
起
草
に
い
た

る
ま
で
に
解
消
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
す
で
に
増
兵
を
行
っ
た
た

め
、
食
料
の
備
蓄
の
み
が
懸
念
事
項
と
な
っ
て
お
り
、
現
状
を
知
ら
せ
る

よ
う
に
命
じ
、
ま
た
、
再
度
の
入
寇
に
備
え
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
開

元
二
十
三
年
冬
か
ら
二
十
四
年
正
月
に
か
け
て
の
突
騎
施
の
侵
攻
を
退
け

た
後
の
起
草
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
開
元
二
十
四
年
三
月
と
考
え
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。

○
十
―
八
（
通
号
四
十
七
）

【
題
】

　

敕
安
西
節
度
王
斛
斯
書
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【
本
文
】

　

敕
王
斛
斯
。
得
卿
表
幷（

（
（

大
食
東
面
將
軍
呼
邏
散
訶
密
表
、
具
知
卿
使
張

舒
耀
計
會
兵
馬
廻
。
此
雖
遠
蕃
、
亦
是
強
國
、
觀
其
意
理
、
似
存
信
義
。

若
四
月
出
兵
是
實
、
卿
彼
已
合
知
之
、
還
須
量
宜（

（
（

、
與
其
相
應
、
使
知
此

者
、
計
會
不
是
空
言
。
且
突
騎
施
負
恩
、
爲
天
所
棄
。
訶
密
若
能
助
國
、

破
此
寇
讐
、
錄
其
遠
勞
、
卽
合
優
賞
。
但
未
知
事
實
、
不
可
虛
行
。
卿
可

觀
察
蕃
情
、
頗
有
定
否
、
卽
須
随
事
慰
接
、
令
彼
知
之
。
若
舒
耀
等
虛
有

報
章
、
未
得
要
領
、
豈
徒
不
實
、
當
有
所
懲
。
絶
域
行
人
、
不
容
易
也
。

今
秋
此
賊
、
形
候
如
何（

（
（

。
善
須（

（
（

防
之
、
勿
使
侵
軼
。
時
暑
、
卿
及
將
士
已

下
竝
平
安
好
、
遺
書
指
不
多
及
。

【
校
勘
】

（
1
）　
「
幷
」
―
『
全
唐
』「
竝
」

（
2
）　
「
宜
」
―
『
全
唐
』「
意
」

（
3
）　
「
如
何
」
―
『
全
唐
』「
何
如
」

（
4
）　
「
善
須
」
―
『
四
庫
』「
須
善
」

【
書
き
下
し
】

　

王
斛
斯
に
敕
す
。
卿
の
表
、
幷
び
に
大
食
東
面
將
軍
呼
邏
散
訶
密
の
表

を
得
、卿
、張
舒
耀
を
し
て
計
會
し
て
兵
馬
の
廻
ら
し
む
る
を
具
に
知
る
。

此
れ
遠
蕃
と
雖
も
、亦
た
是
れ
強
國
に
し
て
、其
の
意
と
理
と
を
觀
る
に
、

信
義
を
存
す
る
に
似
た
り
。
若
し
四
月
の
出
兵
是
れ
實
な
ら
ば
、
卿
と
彼

と
已
に
合ま
さ

に
之
を
知
り
、還
た
須
ら
く
宜
し
き
を
量
り
、其
と
相
い
應
じ
、

こ
の
者
に
、
計
會
は
是
れ
空
言
な
ら
ざ
る
を
知
ら
し
め
よ
。
且
つ
突
騎
施

は
恩
に
負そ
む

き
、
天
の
棄
つ
る
所
と
爲
る
。
訶
密
若
し
能
く
國
を
助
け
、
此

の
寇
讐
を
破
れ
ば
、
其
の
遠
勞
を
錄
し
、
卽
ち
に
合
に
優
賞
す
べ
し
。
但

だ
未
だ
事
實
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
虛
し
く
行
う
べ
か
ら
ず
。
卿
蕃
情
を
觀
察

す
べ
し
。
頗
る
定
否
有
ら
ば
、
卽
ち
須
く
事
に
随
い
て
慰
接
し
、
彼
を
し

て
之
を
知
ら
し
む
べ
し
。
若
し
舒
耀
等
虛い

つ
わ

り
て
報
章
有
り
て
、
未
だ
要

領
を
得
ざ
れ
ば
、
豈
に
徒
だ
不
實
な
る
の
み
な
ら
ん
や
、
當
に
懲
す
る
所

有
る
べ
し
。
絶
域
の
行
人
、
容
易
な
ら
ざ
る
な
り
。
今
秋
此
の
賊
の
形
候

は
如
何
。
善
く
須
ら
く
之
を
防
ぎ
、
侵
軼
せ
し
む
る
こ
と
勿
か
る
べ
し
。

時
暑
し
、
卿
及
び
將
士
已
下
竝
び
に
平
安
に
し
て
好
し
か
れ
、
書
を
遣
し

て
指
す
も
多
く
は
及
ば
ず
。

【
宛
先
】

　

王
斛
斯

【
起
草
時
期
】

　

開
元
二
十
四
年
五
月
頃

【
内
容
】

　

大
食
の
呼
邏
散
訶
密
の
上
表
に
よ
り
、
王
斛
斯
が
張
舒
耀
を
派
遣
し
て

大
食
と
合
流
（「
計
會
」）
し
た
後
、
撤
兵
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。「
四

月
出
兵
」
と
は
、
共
通
の
敵
と
み
ら
れ
る
突
騎
施
へ
の
出
兵
の
こ
と
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
大
食
と
の
「
計
會
」
は
開
元
二
十
三
年
十
月
起
草
の

牛
仙
客
に
宛
て
た
通
号
十
一
に
「
仍
使
人
星
夜
倍
道
、
與
大
食
計
會
、
取

葉
護
・
柘
達
等
路
入
砕
葉
。」
と
見
え
る
。
実
際
に
呼
邏
散
訶
密
の
協
力

が
あ
れ
ば
、訶
密
に
報
酬
を
与
え
る
根
拠
と
す
る
と
し
て
、報
告
を
命
じ
、

も
し
報
告
が
虚
偽
で
あ
っ
た
場
合
に
は
張
舒
耀
を
罰
す
る
こ
と
を
伝
え
、

最
後
に
今
秋
の
突
騎
施
の
情
勢
を
尋
ね
て
い
る
。
開
元
二
十
三
年
十
月
に
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計
会
の
記
述
が
あ
り
、「
突
騎
施
負
恩
爲
天
所
棄
」
と
い
う
文
言
が
開
元

二
十
四
年
の
蓋
嘉
運
の
対
突
騎
施
戦
勝
利
の
こ
と
［
史
料
十
四
］
だ
と
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
四
月
の
出
兵
が
過
去
の
計
画
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、

「
時
暑
」
の
時
候
の
語
か
ら
、
開
元
二
十
四
年
五
月
ご
ろ
の
起
草
と
考
え

ら
れ
る
。

○
十
―
九
（
通
号
四
十
八
）

【
題
】

　

敕
安
西
節
度
王
斛
斯
書

【
本
文
】

　

敕
四
鎭
節
度
副
大
使
安
西
副
大
都
護
王
斛
斯
及
將
士
已
下
。
朕
雖
居
九

重
、
不
忘
征
戍
、
況
強
寇
壓
境
、
侵
軼
是
虞
、
言
念
勤
勞
、
良
所
嘆
懣
。

卿
等
各
懐
忠
義
、
不
憚
荒
遐
、
以
此（

（
（

彌
年
、
足
見
誠
節
。
去
歳
因
有
狂
賊
、

在
彼
屢
有
戰
亡
、
昨（

（
（

得
表
言
、
對
之
愴
惻
。
然
卿
狀
但
言
都
數
、
其
中
不

列
姓
名
、
已
令
勘
責
、
可
速
以
實
報
。
朕
當
錄
其
死
義
、
贈
以
官
榮
、
使

異
域
之
功
、
存
亡
受
賞
。
近
日
狂
虜
形
候
如
何
、
屯
収
是
時
、
尤（

（
（

須
備
預
、

更
資
一
熟
、
亦
復
何
憂
。
兼
聞
吐
蕃
與
此
賊
計
會（

（
（

、
應（

（
（

是
要
路
、
斥
候（

（
（

須

明
、
事
必
預
知
動
、
卽
無
患
耳
。
夏
晩
毒
熱
、
卿
及
將
士
已
下
、
竝
平
安

好
、
書（

（
（

指
不
多
及
。

【
校
勘
】

（
1
）　
「
此
」
―
『
永
楽
』「
比
」

（
2
）　
「
昨
」
―
『
永
楽
』「
非
」

（
3
）　
「
尤
」
―
『
永
楽
』「
先
」

（
4
）　
「
計
會
」
―
『
四
庫
』「
會
計
」

（
5
）　
「
應
」
―
『
永
楽
』
な
し

（
6
）　
「
候
」
―
『
全
唐
』「
堠
」

（
7
）　
「
書
」
―
『
全
唐
』『
四
庫
』『
永
楽
』「
遣
書
」

【
書
き
下
し
】

　

四
鎭
節
度
副
大
使
・
安
西
副
大
都
護
王
斛
斯
及
び
將
士
已
下
に
敕
す
。

朕
九
重
に
居
す
と
雖
も
征
戍
を
忘
れ
ず
、
況
ん
や
強
寇
境
を
壓
し
、
侵
軼

是
れ
虞
る
に
お
い
て
を
や
、言こ

こ

に
勤
勞
を
念
い
、良ま
こ
と

に
嘆
き
懣う
れ

う
所
な
り
。

卿
等
は
各
々
の
忠
義
を
懐
き
、
荒
遐
を
憚
ら
ず
、
此
を
以
て
年
を
彌わ
た

り
、

誠
節
を
見あ
ら
わ

す
に
足
る
。
去
歳
狂
賊
有
る
に
因
り
て
、
彼
に
在
り
て
は
屡

し
ば
戰
亡
有
り
、
昨
に
表
の
言
を
得
、
之
に
對む
か

い
て
愴
惻
た
り
。
然
し
て

卿
の
狀
但
だ
都
お
お
む
ね

の
數
を
言
い
て
、
其
の
中
に
姓
名
を
列な
ら

べ
ず
、
已
に
勘

責
せ
し
む
、
速
や
か
に
實
を
以
て
報し
ら

す
べ
し
。
朕
當
に
其
の
死
義
を
錄し
る

し

て
、
贈
る
に
官
榮
を
以
て
す
べ
し
、
異
域
の
功
を
し
て
、
存
亡
に
賞
を
受

け
し
め
ん
。
近
日
狂
虜
の
形
候
は
如
何
。
屯
収
の
是
の
時
、
尤
も
須
く
備

預
し
、
更
に
一
熟
を
資た
す

く
れ
ば
、
亦
た
復
び
何
ぞ
憂
え
ん
や
。
兼
ね
て
吐

蕃
と
此
賊
と
計
會
す
と
聞
く
、
應
に
是
れ
要
路
な
り
、
斥
候
は
須
ら
く
明

ら
か
に
す
べ
し
、
事
は
必
し
預
め
動
を
知
ら
ば
卽
ち
患う
れ
い

無
し
。
夏
晩
く

毒
熱
た
り
、
卿
及
び
將
士
已
下
、
竝
び
に
平
安
に
し
て
好
し
か
れ
、
書
し

て
指
す
も
多
く
は
及
ば
ず
。

【
宛
先
】

　

四
鎭
節
度
副
大
使
安
西
副
大
都
護
王
斛
斯
及
將
士
已
下
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【
起
草
時
期
】

　

開
元
二
十
四
年
六
月

【
内
容
】

　

四
鎮
節
度
副
大
使
安
西
副
大
都
護
の
王
斛
斯
と
そ
の
配
下
に
対
し
て
、

前
年
の
突
騎
施
蘇
禄
の
侵
攻
［
史
料
十
三
・
十
四
）
に
対
す
る
働
き
を
慰

労
し
、
そ
の
功
績
を
具
体
的
に
報
告
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
ま
た
、

玄
宗
は
西
域
の
情
勢
に
つ
い
て
尋
ね
、
特
に
突
騎
施
と
吐
蕃
と
の
協
力
関

係
に
は
警
戒
し
、
動
き
が
あ
れ
ば
対
処
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

○
十
―
十
（
通
号
四
十
九
）

【
題
】

　

敕
安
西
節
度
王
斛
斯
書

【
本
文
】

　

敕
王
斛
斯
。
吐
蕃
與
我
盟
約
、
歃
血
未
乾
、
已
生
異
心
、
遠
結
凶
黨
、

而
甘
言
緩
我
、
欲
待
合
謀
、
連
衡
若
成
、
西
鎭
何
有
。
卿
能
先
覺
、
有
以

待
之
、
觀
釁
而
行
、
適
是
軍
法
。
且
屯
苗
既
能
踐
暴（

（
（

、
軍
人
亦
被
拘
囚
、

如
李
混
之
所
言
、
不
反
何
謂
。
然
則
此
蕃
姦
計
、
頗
亦
陰
深
、
外
示
存
約
、

内
實
伺
便
、
事
儻
不
濟
、
卽
云
無
負
。
卿
還
須
知
其
變
詐
、
随
事
交
當
、

使
其
退
不
得
以
此
爲
詞
、
進
不
得
成
其
凶
計
、
如
此
設
拒
、
乃
爲
上
策
。

若
事
已
侵
軼
、
兵
見
交
鋒
、
卽
當
率
勵
驍
雄
、
盡
敵
乃
已
。
秋
冷
、
卿
及

將
士
已
下
、
竝
平
安
好
。
遣
書
指
不
多
及
。

【
校
勘
】

（
1
）　
「
且
屯
苗
既
能
踐
暴
」
―
『
文
苑
』「
且
屯
苗
既
受
踐
暴
」

【
書
き
下
し
】

　

王
斛
斯
に
敕
す
。吐
蕃
我
と
盟
約
し
、血
を
歃
り
て
未
だ
乾
か
ざ
る
に
、

已
に
異
心
を
生
じ
、遠
く
凶
黨
と
結
び
、而
し
て
甘
言
し
て
我
を
緩
ま
せ
、

謀
を
合
わ
す
る
を
待
た
ん
と
欲
す
、
連
衡
若
し
成
ら
ば
、
西
鎭
何
ぞ
有た

も

た

ん
や
。
卿
能
く
先
に
覺
え
、
有た
も

ち
て
以
て
之
を
待
ち
、
釁
を
観
て
而
し
て

行
う
は
、
適
に
是
れ
軍
法
た
り
。
且
つ
屯
苗
既
に
踐
暴
に
能お
よ

び
、
軍
人
亦

た
拘
囚
を
被
る
こ
と
、
李
混
の
所
言
の
如
く
、
反そ
む

か
ず
と
は
何
の
謂
や
。

然
ら
ば
則
ち
此
の
蕃
の
姦
計
、
頗
る
亦
た
陰
深
な
れ
ば
、
外
に
は
約
を
存

す
る
を
示
し
、
内
に
は
便
を
伺
う
を
實
と
す
、
事
儻も

し
済な

さ
ざ
れ
ば
、
卽

ち
負そ
む

く
こ
と
無
し
と
云
う
。
卿
還
た
須
ら
く
其
の
變
詐
を
知
り
、
事
に
随

い
て
交
々
當
た
り
、
其
の
退
き
て
此
を
以
て
詞
を
爲
す
を
得
ざ
ら
し
め
、

進
み
て
其
の
凶
計
を
成
す
を
得
ざ
ら
し
む
べ
し
、
此
く
の
如
く
拒
を
設
く

る
は
、
乃
ち
上
策
と
爲
す
。
若
し
事
已
に
侵
軼
し
、
兵
見げ
ん

に
交
鋒
せ
ば
、

卽
ち
當
に
驍
雄
を
率
勵
し
、敵
を
盡
く
し
て
乃
ち
已
む
べ
し
。秋
冷
た
し
、

卿
及
び
將
士
已
下
、
竝
び
に
平
ら
安
ら
か
に
し
て
好
し
か
れ
。
書
を
遣
す

も
指
多
く
及
ば
ず
。

【
宛
先
】

　

王
斛
斯

【
起
草
時
期
】

　

開
元
二
十
四
年
秋

【
内
容
】

　

王
斛
斯
に
対
し
、
吐
蕃
を
警
戒
し
動
き
を
封
じ
る
よ
う
指
示
す
る
。
す

で
に
本
勅
書
の
到
達
よ
り
前
に
戦
闘
が
始
ま
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
吐
蕃
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を
殲
滅
す
る
よ
う
激
励
し
て
い
る
。
本
勅
書
の
「
吐
蕃
與
我
盟
約
、
歃
血

未
乾
」
と
は
、
開
元
二
十
一
年
の
赤
嶺
で
の
盟
約
と
立
碑
と
考
え
ら
れ
る

［
史
料
十
五
・
十
六
］。
そ
し
て
、「
且
屯
苗
既
能
踐
暴
」
は
、「
敕
吐
蕃
贊

普
書
」（
通
号
七
十
八
）
の
「
今
得
安
西
表
來
、
莽
布
支
率
衆
已
到
、
今

見
侵
軼
軍
鎭
、
幷
踐
暴
屯
苗
、
先
知
彼
有
異
謀
、
猶
未
自
將
至
此
者
。」

と
の
文
言
に
符
合
す
る
。「
遠
結
凶
黨
」
の
凶
党
が
突
騎
施
だ
と
す
る
と
、

開
元
二
十
二
年
に
吐
蕃
突
騎
施
間
で
の
通
婚
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
を
唐

が
察
知
し
て
い
た
こ
と
（
通
号
四
十
三
内
容
参
照
）
を
反
映
し
た
記
述
と

言
え
る
。

○
十
―
十
一
（
通
号
五
十
）

【
題
】

　

敕
安
西
節
度
王
斛
斯
書

【
本
文
】

　

敕
王
斛
斯
。
卿
在
西
鎭
、
軍
務
煩
勞
、
皆
能
用
心
、
處
置
不
失
。
頃
與

突
騎
施
攻
戰
、
歴
渉
三
年
、
降
虜
生
俘（

（
（

、
所
獲
過
當
。
懸
軍
能
爾
、
朕
甚

嘉
之（

（
（

、
行
官
已
有
賞
勞
、
在
卿
固
合
優
獎
。
今
受（

（
（

卿
重
職
、
兼
彼
領
護
、

且
復
褒
進
、
終
爲
後
圖
。
吐
蕃
此
來
、
意
不
徒
爾
、
所
有
計
校（

（
（

、
前
已
畧

言
、
先
覺
預
防
、
無
能
爲
也
。
萬
里
之
外
三
軍（

（
（

之
宜
、
一
以
委
卿
、
勿
失

權
斷
。
秋
後
漸
冷
、
卿
及
將
士
已
下
竝
平
安
好
、
遣
書
指
不
多
及
。

【
校
勘
】

（
1
）　
「
降
虜
生
俘
」
―
『
永
楽
』「
計
降
虜
生
口
」

（
2
）　
「
之
」
―
『
四
庫
』「
馬
」

（
3
）　
「
受
」
―
『
全
唐
』『
四
庫
』「
授
」

（
4
）　
「
校
」
―
『
全
唐
』「
較
」

（
5
）　
「
三
軍
」
―
『
永
楽
』「
千
軍
」

【
書
き
下
し
】

　

王
斛
斯
に
敕
す
。
卿
西
鎭
に
在
り
て
、
軍
務
煩
勞
な
る
も
、
皆
能
く
心

を
用
い
、
處
置
失
わ
ず
。
頃

こ
の
ご
ろ

突
騎
施
と
攻
戰
し
、
歴
渉
す
る
こ
と
三
年
、

降
虜
の
生
俘
、
獲
え
る
所
過
當
な
り
。
懸
軍
な
る
も
能
く
爾し
か

り
、
朕
甚
だ

之
を
嘉
し
、
行
官
已
に
勞
を
賞
す
る
有
り
、
卿
に
在
り
て
は
固
よ
り
優
獎

す
べ
し
。
今
卿
に
重
職
を
受さ
ず

け
、
彼
の
領
護
を
兼
ね
し
め
、
且
に
褒
進
を

復ふ
た
たび

し
、
終
に
後
圖
と
爲
さ
ん
。
吐
蕃
此
こ
の
ご
ろ

來
た
る
は
、
意
に
徒い
た
ず
ら爾

な

ら
ず
、
計
校
有
る
所
に
し
て
、
前
に
已
に
畧
言
す
、
先
に
覺
り
て
預
防
せ

ば
、
能
爲
を
無
か
ら
し
む
な
り
。
萬
里
の
外
、
三
軍
の
宜
、
一
に
以
て
卿

に
委
ぬ
、
權
斷
を
失
う
勿
れ
。
秋
後
漸
く
冷
し
、
卿
及
び
將
士
已
下
竝
び

に
平
安
に
し
て
好
し
か
れ
、
書
を
遣
し
て
指
す
も
多
く
は
及
ば
ず
。

【
宛
先
】

　

王
斛
斯

【
起
草
時
期
】

　

開
元
二
十
四
年
の
九
月
か

【
内
容
】

　

王
斛
斯
に
突
騎
施
と
の
戦
い
に
お
け
る
功
績
に
報
い
る
こ
と
を
伝
え
、

吐
蕃
を
警
戒
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。「
頃
與
突
騎
施
攻
戰
、歴
渉
三
年
」

の
語
は
、
開
元
二
十
一
年
に
安
西
四
鎮
節
度
使
に
着
任
し
た
と
い
う
記
事

［
史
料
十
八
］
か
ら
考
え
る
と
、
開
元
二
十
四
年
が
妥
当
で
あ
る
。
本
勅
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書
の
吐
蕃
の
「
此
來
」
は
、
安
西
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
第

四
十
九
号
で
取
り
上
げ
た
「
莽
布
支
」
の
西
出
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、本
文
中
で
吐
蕃
の
情
勢
を
探
り
、予
防
措
置
を
と
る
こ
と
を「
前

已
畧
言
」し
た
と
す
る
の
は
、通
号
四
十
八
・
四
十
九
号
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
開
元
二
十
四
年
の
起
草
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な

お
、
こ
の
時
、
王
斛
斯
に
与
え
ら
れ
た
官
職
は
、［
史
料
十
九
］
の
「
太

僕
卿
員
外
置
同
正
員
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

○
十
―
十
二
（
通
号
五
十
一
）

【
題
】

　

敕
北
庭
經
略
使
蓋
嘉
運
書

【
本
文
】

　

敕
蓋
嘉
運
。
卿
久
在
邉
鎭
、
庶
事
用
心
、
又
去
年
出
兵
、
冐
遠
入
賊
。

諸
下
皆
賞
、
卿
豈
無
功
、
言
念
忠
勤
、
不
忘
褒
進
。
今
授
卿
雄
要
、
仍
兼

舊
官
、
宜
知
朕
心
、
當
重
寄
也
。
突
騎
施
雖
請（

（
（

和
好
、
其
意
不
眞
、
近
敕

彼
軍
、
與
天
山
計
會
。
當
審
觀
事
勢
、
遠
着（

（
（

候
人
、
若
有
形
勢
、
事
變（

（
（

先

據
、
如
無
應
會
、
不
可
虛
勞
、
勢
在
臨
時
、
固
難
遥
斷
。
秋
後
漸
冷
、
卿

及
將
士
已
下
竝
平
安
好
、
遣
書
指
不
多
及
。

【
校
勘
】

（
1
）　
「
請
」
―
『
四
庫
』「
謂
」

（
2
）　
「
着
」
―
『
全
唐
』『
四
庫
』「
著
」

（
3
）　
「
變
」
―
『
四
庫
』『
全
唐
』「
資
」

【
書
き
下
し
】

　

蓋
嘉
運
に
敕
す
。
卿
久
し
く
邉
鎭
に
在
り
て
、
庶
事
心
を
用
う
、
又
去

年
出
兵
し
、
遠
き
を
冐
し
て
賊
に
入
る
。
諸
下
皆
な
賞
す
、
卿
豈
に
功
無

か
ら
ん
や
、
言こ

こ

に
忠
勤
を
念
い
、
褒
進
を
忘
れ
ず
。
今
卿
に
雄
要
を
授
け
、

仍
り
て
舊
官
を
兼
ぬ
、
宜
し
く
朕
が
心
を
知
り
て
、
重
寄
に
當
る
べ
き
な

り
。
突
騎
施
は
和
好
を
請
う
と
雖
も
其
の
意
眞
な
ら
ず
、
近
く
彼
の
軍
に

敕
す
、
天
山
と
計
會
せ
よ
。
當
に
審
か
に
事
勢
を
觀
、
遠
く
候
人
を
着
く

べ
し
、
若
し
形
勢
有
ら
ば
、
事
變
に
先
に
據
れ
、
如
し
應
會
無
く
ば
、
虛

し
く
勞
す
る
べ
か
ら
ず
、
勢
は
時
に
臨
む
に
在
り
、
固
よ
り
遥
か
よ
り
斷

じ
難
し
。
秋
後
漸
く
冷
た
し
、
卿
及
び
將
士
已
下
竝
び
に
平
安
に
好
し
か

れ
、
書
を
遣
す
も
指
し
て
多
く
及
ば
ず
。

【
宛
先
】

　

蓋
嘉
運

【
起
草
時
期
】

　

開
元
二
十
四
年
八
、九
月
頃
。

【
内
容
】

　

蓋
嘉
運
に
対
し
、
突
騎
施
・
蘇
祿
追
撃
の
褒
賞
を
与
え
、
な
お
一
層
の

防
備
を
命
じ
た
勅
書
。
五
十
号
の
文
言
「
卿
在
西
鎭
、
皆
能
用
心
」「
今

授
卿
重
職
兼
彼
領
護
」「
秋
後
漸
冷
」
と
対
を
な
す
こ
と
か
ら
、
同
時
発

給
と
考
え
ら
れ
る
。

　

起
草
時
期
は
、
文
中
の
「
去
年
出
兵
冐
遠
入
賊
」
が
、
開
元
二
十
三
年

厳
冬
と
さ
れ
る
通
号
五
十
三
の
「
蓋
嘉
運
北
庭
、
近
亦
深
入
、
頗
有
所
獲
」

と
符
合
し
（
後
述
）、
開
元
二
十
三
年
十
月
か
ら
翌
正
月
に
か
け
て
の
突
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騎
施
侵
入
と
撃
退
［
史
料
十
三
・
十
四
］
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
開

元
二
十
四
年
秋
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
授
卿
雄
要
仍
兼
舊
官
」
の
詔
は
「
授
蓋
嘉
運
金
吾
衛
将
軍
制
」（『
文

苑
英
華
』）
を
指
す
と
思
わ
れ
［
史
料
二
十
］、
文
中
の
「
頃
者
狂
寇
作
梗
、

鋭
師
深
入
、
用
奇
以
往
、
決
勝
而
歸
」
は
本
勅
書
の
文
言
と
符
合
す
る
。

王
斛
斯
の
昇
官
（
通
号
五
十
）
と
同
時
で
あ
ろ
う
。

　

唐
朝
は
開
元
二
十
四
年
八
月
に
突
騎
施
の
請
和
使
を
受
け
入
れ
た
［
史

料
二
十
一
］
が
、
本
詔
勅
で
は
「
突
騎
施
雖
請
和
好
其
意
不
眞
」
と
し
て

信
用
し
て
い
な
い
。
突
騎
施
は
蘇
禄
の
時
強
盛
に
な
り
、
砕ス
イ
ア
ブ葉
（
キ
ル
ギ

ス
共
和
国
ト
ク
マ
ク
）
に
居
し
た
。
唐
朝
は
蘇
禄
が
吐
蕃
と
連
携
す
る
こ

と
を
脅
威
と
し
、
警
戒
す
る
よ
う
た
び
た
び
指
示
し
て
い
る
（
通
号

四
十
三
内
容
参
照
）。な
お
、標
題
の
蓋
嘉
運
の
肩
書「
北
庭
經
略
使
」は
、

史
料
上
確
認
で
き
な
い
。

○
十
―
十
三
（
通
号
五
十
二
）

【
題
】

　

敕
渤
海（

（
（

使
蓋
嘉
運
書

【
本
文
】

　

敕
渤
（
瀚
）
海（

（
（

軍
使
北
庭
都
護
蓋
嘉
運
。
突
騎
施
凶
逆
、
犯
我
邉
陲
、

自
夏
已
來（

（
（

、
圍
逼
踈
勒
、
頻（

（
（

得
王
斛
斯
表
、
見
屯
遍
城（

（
（

。
張
羲
之
等
、
入

據
此
城
、
屢
與
之
闘
、
將
士
效
節
、
逆
虜
破
傷
、
已
不
敢
攻
圍
、
而
頓
兵

不
去
。
但
邉
城（

（
（

糧
少
、
或
爲
其
所
知
、
持
久
則
難
、
不
可
不
早
爲
計
也
。

卿
可
簡
練
驍
武
、
揚
聲
大
入
、
仍
有
所
保
據
、
以
防
不
虞
、
用
解
邉
城
之

圍
、
以
挫
逆
賊
之
勢
。
臨
機
適
變
、
委
卿
裁
之
、
仍
與
王
斛
斯
審
籌
形
勢
、

取
萬
全
也
。
今
故
令
内
謁
者
監
王
尚
客
往
、
一
一
口
具
。
冬
中
甚
冷
、
卿

及
將
士
已
下
竝
平
安
好
、
遣
書
指
不
多
及
。

【
校
勘
】

（
1
）　
「
渤
海
」
―
『
四
庫
』『
全
唐
』「
瀚
海
」

　
　
　

通
号
七
・
十
二
・
五
十
七
・『
旧
唐
書
』地
理
志
に
よ
り
瀚
海
を
と
る
。

（
2
）　
「
渤
海
」
―
『
四
庫
』『
全
唐
』「
瀚
海
」

（
3
）　
「
已
來
」
―
『
全
唐
』「
以
來
」

（
4
）　
「
頻
」
―
『
全
唐
』「
頃
」

（
5
）　
「
遍
城
」
―
『
全
唐
』『
四
庫
』「
邊
城
」

（
6
）　
「
邉
城
」
―
『
全
唐
』『
四
庫
』「
邊
城
」

【
書
き
下
し
】

　

瀚
海
軍
使
北
庭
都
護
蓋
嘉
運
に
敕
す
。
突
騎
施
は
凶
逆
に
し
て
、
我
が

邉
陲
を
犯
し
、
夏
自
り
已
來
、
圍
み
て
疎
勒
に
逼
る
、
頻
り
に
王
斛
斯
の

表
を
得
る
に
、
見げ

ん

に
遍
城
に
屯
す
と
。
張
羲
之
等
、
入
り
て
此
城
に
據
り
、

屢
し
ば
之
と
闘
い
、
將
士
は
效
節
し
、
逆
虜
は
破
傷
す
、
已
に
敢
え
て
攻

圍
せ
ざ
れ
ど
も
、
兵
を
頓と
ど

め
て
去
ら
ず
。
但
だ
邉
城
の
糧
は
少
く
、
或
い

は
其
の
知
る
所
と
爲
れ
ば
、
持
久
は
則
ち
難
し
、
早す
み

や
か
に
計
を
爲
さ
ざ

る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。卿
は
驍
武
を
簡
練
し
、聲
を
揚
げ
て
大
い
に
入
り
、

仍な
お

保
據
す
る
所
を
有た
も

ち
、
以
て
不
虞ぐ

を
防
ぎ
、
用も
っ

て
邉
城
の
圍
を
解
き
、

以
て
逆
賊
の
勢
を
挫
く
べ
し
。
機
に
臨
み
て
變
に
適
う
は
、
卿
に
委
ね
て

之
を
裁
か
し
む
、
仍か
さ
ね

て
王
斛
斯
と
審つ
ま
び

ら
か
に
形
勢
を
籌は
か

り
て
、
萬
全
を

取
れ
。
今
故
に
内
謁
者
監
王
尚
客
を
し
て
往
き
て
、
一
一
口
具
せ
し
む
。
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冬
中
甚
だ
冷
た
し
、
卿
及
び
將
士
已
下
竝
び
に
平
安
に
好
し
か
れ
、
書
を

遣
し
て
指
す
も
多
く
及
ば
ず
。

【
宛
先
】

　

瀚
海
軍
使
北
庭
都
護
蓋
嘉
運

【
起
草
時
期
】

　

開
元
二
十
三
年
十
一
月

【
内
容
】

　

突
騎
施
が
遍
城
を
包
囲
し
て
疏
勒
（
カ
シ
ュ
ガ
ル
）
に
逼
っ
た
た
め
、

蓋
嘉
運
に
急
ぎ
排
除
す
る
よ
う
命
じ
、
勅
使
内
謁
者
監
王
尚
客
を
派
遣
し

た
。

　

翌
春
初
の
通
号
五
十
七
（
後
述
）
に
よ
る
と
、
王
尚
客
を
勅
使
と
し
て

派
遣
し
た
が
蓋
嘉
運
は
す
で
に
出
兵
し
て
い
た
と
あ
る
か
ら
、本
詔
勅
は
、

年
始
を
挟
ん
で
通
号
五
十
七
に
先
行
す
る
。
さ
ら
に
王
尚
客
は
玄
宗
に
蓋

嘉
運
の
活
躍
も
上
奏
し
た
［
史
料
二
十
二
］。
よ
っ
て
、
本
詔
勅
を
開
元

二
十
三
年
冬
十
一
月
頃
起
草
と
推
定
し
た
。

　

突
騎
施
の
疏
勒
攻
撃
も
、
開
元
二
十
三
年
と
考
え
ら
れ
［
斉
藤

一
九
九
三
］、「
邉
城
見
侵
」
の
語
の
あ
る
八
十
号
［
史
料
二
十
三
］
も
同

じ
頃
の
起
草
と
見
ら
れ
る
。
遍
城
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、『
新
唐
書
』
地

理
志
七
安
西
都
護
府
条
に
「
遍
城
州
」
が
見
え
る
［
史
料
二
十
四
］。
張

羲
之
に
つ
い
て
は
、
通
号
四
十
四
【
内
容
】
参
照
。

　

本
詔
勅
か
ら
は
、
王
斛
斯
が
頻
繁
に
管
内
の
情
況
を
報
告
し
て
い
る
こ

と
、
玄
宗
が
宦
官
を
派
し
て
現
地
に
直
接
命
令
を
下
し
、
辺
境
の
動
向
を

緊
密
に
監
督
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

○
十
―
十
四
（
通
号
五
十
三
）

【
題
】

　

敕
四
鎭
節
度
王
斛
斯
書

【
本
文
】

　

敕
四
鎭
節
度
副
大
使
安
西
副
大
都
護
王
斛
斯
及
將
士
已
下
。萬
里
懸
軍
、

屬
此
狂
寇
、
屢
有
攻
戰
、
能
挫
凶
威
、
遠
聞
義
勇
、
孰
不
增
氣
。
卿
等
激

厲（
（
（

將
士
、
爲
國
盡
誠
、
決
命
寇
讐
、
成
名
當
代
、
奇
功
壯
節
、
何
謝
古
人
。

矢
石
之
間
、
見
危
致
命
、
良
深
嗟
嘆
、
重
其
忠
烈
。
又
聞
朱
惠
中
箭
、
今

復
何
似
、
善
須
救
療
、
使
得
不
殂
。
前
令
具
奏
陣
亡
將
士
、
欲
加
褒
贈
、

卿
宜
識
此
意
、
卽
以
實
聞
。
近
日
與
賊
交
鋒
、
臨
陣
殺
敵
、
事
須
優
賞
、

亦
卽
奏
來
。
所
云
賊
等
請
和
、
仍
尚
頓
兵
北
嶺
、
此
虜
姦
詐
、
首
尾
百
端
、

外
示
求
和
、
内
將
誘
我
。
卿
所
防
慮
、
皆
中
其
心
。
然
則
蓋
嘉
運
北
庭
、

近
亦
深
入
、
頗
有
所
獲
、
想
彼
知
之
、
虜
庭
乍
聞
、
當
合
驚
駭
。
若（

（
（

復（
（
（

分

兵
守
境
、
諸
處
防
虞
、
烏
合
之
胡（

（
（

、
豈
堪
勞
役
、
必
將
自
潰
、
勢
亦
不
久
。

蘇
祿
儻（

（
（

或
覺
此
、
革
心
請
和
、
亦
復
量
宜
、
以
時
開
納
。
仍
與
嘉
運
計
會
、

必
取
良
圖
、
近
所
加
兵
、
且
應
支
用
、
臨
事
制
變
、
豈
待
言
之
。
今
將
緋

紫
袍
各
二
十
領
、
若
有
殊
功
、
應
須
速
賞
、
竝
委
卿
量
事
賜
之
。
冬
中
極

寒
、
卿
及
將
士
已
下
竝
平
安
好
、
遣
書
指
不
多
及
。

【
校
勘
】

（
1
）　
「
厲
」
―
『
全
唐
』『
永
楽
』「
勵
」

（
2
）　
「
若
」
―
『
全
唐
』「
務
」

（
3
）　
「
復
」
―
『
全
唐
』「
須
」
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（
4
）　
「
胡
」
―
『
四
庫
』「
醜
」

（
5
）　
「
儻
」
―
『
四
庫
』「
倘
」

【
書
き
下
し
】

　

四
鎭
節
度
副
大
使
安
西
副
大
都
護
王
斛
斯
及
び
將
士
已
下
に
敕
す
。
萬

里
の
懸
軍
、
此
の
狂
寇
に
屬あ
た

り
、
屢
し
ば
攻
戰
有
り
て
、
能
く
凶
威
を
挫

く
、
遠
く
義
勇
を
聞
き
て
、
孰
か
氣
を
增
さ
ざ
ら
ん
や
。
卿
等
は
將
士
を

激
厲
し
、
國
の
爲
に
誠
を
盡
く
し
、
命
を
寇
讐
に
決
し
、
名
を
當
代
に
成

す
、
奇
功
壮
節
は
、
何
ぞ
古
人
に
謝は

じ
ん
や
。
矢し

石
の
間
、
危
う
き
を
見

て
命
を
致
す
、
良ま
こ
と

に
深
く
嗟
嘆
し
、
其
の
忠
烈
を
重
ん
ず
。
又
聞
く
朱

惠
の
箭
に
中あ
た

る
と
、
今
復
た
何
ぞ
似か
た
ど

ら
ん
や
、
善
く
救
療
を
須も
ち

い
て
、

殂し

せ
ざ
る
を
得
せ
し
む
。
前
に
具
に
奏
せ
し
む
る
の
陣
亡
の
將
士
、
褒
贈

を
加
え
ん
と
欲
す
、
卿
宜
し
く
此
の
意
を
識
り
、
卽
ち
實
を
以
て
聞
す
べ

し
。
近
日
賊
と
交
鋒
し
、
陣
に
臨
み
敵
を
殺
す
は
、
事
は
優
賞
を
須も
ち

う
、

亦
た
卽
ち
奏
し
來
た
れ
。
云
う
所
の
賊
等
の
和
を
請
う
も
、
仍
ち
尚
お
兵

を
北
嶺
に
頓
す
、
此
の
虜
姦
詐
に
し
て
、
首
尾
百
端
、
外
に
は
和
を
求
む

る
を
示
し
、
内
に
は
將
に
我
を
誘
う
。
卿
の
防
慮
す
る
所
は
、
皆
其
の
心

中あ
た

る
。
然
ら
ば
則
ち
蓋
嘉
運
の
北
庭
は
、
近
く
亦
た
深
く
入
り
て
、
頗
る

獲
る
所
有
り
、
想
う
に
彼
之
を
知
り
、
虜
庭
乍に
わ
か

に
聞
か
ば
、
當ま

さ合
に
驚

駭
す
べ
し
。
若
し
復
た
兵
を
分
け
て
境
を
守
り
、
諸
處
防
虞
せ
ば
、
烏
合

の
胡
は
、
豈
に
勞
役
に
堪
え
ん
や
、
必
ず
將
に
自
漬
せ
ん
と
し
、
勢
亦
た

久
し
か
ら
ず
。
蘇
祿
儻
し
或
い
は
此
れ
を
覺
り
て
、
心
を
革
め
和
を
請
わ

ば
、
亦
た
復
ふ
た
た
び

宜
し
き
を
量
り
、
時
を
以
て
納
む
る
を
開
か
ん
。
仍
ち
嘉

運
と
計
會
し
、
必
ず
良
圖
を
取
り
、
近
く
兵
を
加
う
る
の
所
、
且し
ば
ら

く
應

に
支
用
す
べ
し
、事
に
臨
み
變
を
制
す
は
、豈
に
之
を
言
う
を
待
た
ん
や
。

今
緋
・
紫
袍
各
二
十
領
を
將も

っ

て
す
、
若
し
殊
功
有
ら
ば
、
應
に
須
ら
く
速

や
か
に
賞
す
べ
し
、
竝
び
に
卿
の
事
を
量
る
に
委
ね
て
之
を
賜
わ
ん
。
冬

中
極
め
て
寒
し
、
卿
及
び
將
士
已
下
竝
び
に
平
安
に
好
し
か
れ
、
書
を
遣

し
て
指
す
も
多
く
及
ば
ず
。

【
宛
先
】

　

四
鎭
節
度
副
大
使
安
西
副
大
都
護
王
斛
斯
及
將
士
已
下

【
起
草
時
期
】

　

開
元
二
十
三
年
閏
十
一
月
、
ま
た
は
十
一
月
か

【
内
容
】

　

突
騎
施
と
交
戦
中
の
兵
士
に
対
し
、論
功
と
死
者
へ
の
弔
慰
を
宣
べ
た
。

朝
廷
は
蘇
禄
の
請
和
申
し
入
れ
を
信
用
せ
ず
、
王
斛
斯
ら
に
注
意
を
喚
起

し
た
。
請
和
は
蘇
禄
が
不
利
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

　

起
草
時
期
を
考
え
る
ポ
イ
ン
ト
は
「
蓋
嘉
運
北
庭
、
近
亦
深
入
、
頗
有

所
獲
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
北
庭
に
向
か
っ
た
王
尚
客
の
報
告
を
反
映
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
通
号
五
十
二
・
五
十
七
）。
す
な
わ
ち
朝
廷
は
、

十
月
二
十
六
日
の
突
騎
施
侵
攻
の
報
を
受
け
〔
史
料
十
三
〕、
蓋
嘉
運
に

辺
城
解
囲
を
命
じ
（
通
号
五
十
二
）、
併
せ
て
牛
仙
客
に
兵
・
糧
増
派
の

命
を
下
し
た
（
通
号
八
十
）。
そ
し
て
王
尚
客
か
ら
蓋
嘉
運
の
戦
果
が
届

い
た
。
玄
宗
の
居
る
洛
陽
か
ら
北
庭
ま
で
は
直
線
距
離
で
二
千
五
百
キ
ロ

を
越
え
る
。
こ
の
空
間
を
情
報
が
往
来
し
た
こ
と
、
ま
た
開
元
二
十
三
年

「
冬
中
」
の
起
草
と
考
え
ら
れ
る
通
号
五
十
二
・
五
十
四
・
五
十
五
の
各
勅

書
が
、「
甚
冷
」「
甚
寒
」と
す
る
の
に
対
し
、本
勅
書
の「
冬
中
極
寒
」は
、
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よ
り
深
い
冬
を
表
し
て
い
る
と
判
断
し
た
。
そ
の
た
め
、
開
元
二
十
三
年

閏
十
一
月
か
十
一
月
の
起
草
と
し
た
。

　

以
上
に
よ
り
、
勅
書
は
五
十
二
→
五
十
三
→
五
十
七
→
五
十
一
の
順
に

発
給
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
朱
恵
は
通
号
四
十
四
【
内
容
】
を
参
照
。

○
十
―
十
五
（
通
号
五
十
四
）

【
題
】

　

敕
四
鎭
節
度
王
斛
斯
書

【
本
文
】

　

敕
四
鎭
節
度
副
大
使
安
西
副
大
都
護
王
斛
斯
。
蘇
祿
忘
我
大
惠
、
敢
作

冦
讐
、
屢
犯
邉
城
、
將
肆
其
惡
。
雖
禽
獸
是
似
、
而
天
地
不
容
、
卿
等
義

心
、
固
所
發
憤
。
朕
已
敕
河
西
節
度
使
牛
仙
客
、
令
河
西
於（

（
（

諸
軍
州
及
在

近
諸
軍
、
簡
練
驍
健
五
千
人
、
幷（

（
（

十
八
年
應
替
兵
募
五
千
四
百
八
十
人
、

卽
相
續
發
遣
。
卿
可
與
蓋
嘉
運
計
會
、
取
彼
道
便
、
隨
事
進
討
、
使
此
賊

救
首
救
尾
、
形
勢
分
離
。
本
既
烏
合
、
勞
則
自
潰
。
若
以
計
取
、
可
不
戰

而
擒
、
若
守
而
不
攻
、
益
爲
後
患
。
卿
彼
諸
將
、
皆
是
舊
人
、
既
諳
山
川
、

又
能
料
敵
、
兼
與
北
庭
幷（

（
（

力
、
事
亦
可
圖
、
無
爲
端
然
、
連
年
受
弊
。
所

縁
邉
鎭
要
切
、
竝
委
卿
臨
事
籌
之
、
可
與
蓋
嘉
運
務
量（

（
（

力
、
爲
彼
此
之
計

也（
（
（

。
所
縁
兵
募
行
賜
、
則
令
所
由
支
遣
、
已
別
敕
牛
仙
客
訖
。
四
鎭
蕃
漢

健
児
、
竝
委
卿
随
所
召
募
、
可
得
幾
許
、
仍
具
數
奏
聞
。
史
震
襲
父
可
汗
、

卽
令（

（
（

彼
招
輯
、
兼
與
卿
計
會
、
竝
臨
事
處
置
、
無
失
所
宜
。
冬
中
甚
寒
、

卿
及
將
士
已
下
、
竝
平
安
好
、
遣
書
指
不
多
及
。

【
校
勘
】

（
1
）　
「
於
」
―
『
四
庫
』「
于
」

（
2
）　
「
幷
」
―
『
全
唐
』「
竝
」

（
3
）　
「
幷
」
―
『
全
唐
』「
竝
」

（
4
）　
「
務
量
力
」
―
『
全
唐
』『
四
庫
』『
永
楽
』「
審
量
」

（
5
）　�「
爲
彼
此
之
計
也
」
―
『
全
唐
』『
四
庫
』『
永
楽
』「
勿
爲
彼
此
之

計
也
」

（
6
）　
「
令
彼
招
輯
」
―
『
永
楽
』「
令
往
彼
招
輯
」

【
書
き
下
し
】

　

四
鎭
節
度
副
大
使
安
西
副
大
都
護
王
斛
斯
に
敕
す
。
蘇
祿
我
が
大
惠
を

忘
れ
、
敢
え
て
冦
讐
を
作な

し
、
屢
し
ば
邉
城
を
犯
し
、
將
に
其
の
惡
を
肆

に
せ
ん
と
す
。
禽
獸
是
に
似
た
り
と
雖
も
、
天
地
は
容
れ
ず
、
卿
等
の
義

心
、固
よ
り
發
憤
す
る
所
な
り
。朕
已
に
河
西
節
度
使
牛
仙
客
に
敕
し
て
、

河
西
の
諸
軍
州
及
び
在
近
諸
軍
に
お
い
て
、
驍
健
五
千
人
を
簡
練
し
、

十
八
年
の
替
う
應
き
兵
募
五
千
四
百
八
十
人
を
幷
せ
、
卽
ち
相
い
續
き
發

遣
せ
し
む
。
卿
蓋
嘉
運
と
計
會
し
、
彼
の
道
の
便
を
取
り
、
事
に
随
い
て

進
討
し
、
此
の
賊
を
し
て
首
を
救
い
尾
を
救
い
、
形
勢
を
分
離
せ
し
む
べ

し
。
本
既
に
烏
合
に
し
て
、
勞
す
れ
ば
則
ち
自
潰
す
。
若
し
計
を
以
て
可

を
取
ら
ば
、
戰
わ
ず
し
て
擒
え
、
若
し
守
り
て
攻
め
ざ
れ
ば
、
益
ま
す
ま
す

後
患

と
爲
ら
ん
。
卿
彼
の
諸
將
は
皆
是
れ
舊
人
に
し
て
、
既
に
山
川
を
諳そ
ら
ん

じ
、

又
た
能
く
敵
を
料は
か

る
、
兼
ね
て
北
庭
と
力
を
幷
せ
、
事
亦
た
圖
る
べ
し
、

端
然
と
爲
し
て
、連
年
弊
を
受
く
る
無
か
れ
。縁
る
所
の
邉
鎭
の
要
切
は
、

竝
び
に
卿
に
委
ね
事
に
臨
み
之
を
籌
り
、
蓋
嘉
運
と
務
め
て
力
を
量
り
、

彼
此
の
計
を
爲
す
べ
き
な
り
。
縁
る
所
の
兵
募
の
賜
を
行
う
は
、
則
ち
所
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由
を
し
て
支
遣
せ
し
む
、
已
に
別
に
牛
仙
客
に
敕
し
て
訖
ん
ぬ
。
四
鎭
蕃

漢
の
健
児
、
竝
び
に
卿
に
委
ね
て
召
募
す
る
所
に
随
い
、
幾い
く
ば
く許

を
得
べ
き

か
、
仍よ

り
て
具
に
數
を
奏
聞
せ
よ
。
史
震
父
の
可
汗
を
襲
い
、
卽
に
彼
を

し
て
招
輯
せ
し
め
、
兼
ね
て
卿
と
計
會
し
、
竝
び
に
事
に
臨
み
處
置
し
、

所
宜
を
失
う
こ
と
無
か
れ
。
冬
中
甚
だ
寒
し
、
卿
及
び
將
士
已
下
、
竝
び

に
平
安
に
し
て
好
し
か
れ
、
書
を
遣
し
て
指
す
る
も
多
く
は
及
ず
。

【
宛
先
】

　

四
鎭
節
度
副
大
使
安
西
副
大
都
護
王
斛
斯

【
起
草
時
期
】

　

開
元
二
十
三
年
十
一
月

【
内
容
】

　

突
騎
施
戦
を
指
揮
す
る
王
斛
斯
に
対
し
、
牛
仙
客
に
派
兵
と
兵
へ
の
賜

与
物
の
支
援
を
命
じ
た
こ
と
を
伝
え
、
兵
の
召
募
は
任
せ
る
が
数
を
報
告

す
る
こ
と
、
蓋
嘉
運
と
よ
く
協
議
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

　

王
斛
斯
が
安
西
節
度
使
で
あ
っ
た
の
は
開
元
二
十
一
年
十
二
月
か
ら
開

元
二
十
八
年
二
月
ま
で
［
史
料
十
八
・
二
十
五
］
で
、
牛
仙
客
は
二
十
四

年
秋
に
河
西
節
度
使
を
離
任
［
史
料
二
十
六
］
し
た
。
そ
し
て
文
中
の
蘇

禄
の
辺
城
襲
撃
、
二
十
四
年
正
月
に
蓋
嘉
運
が
突
騎
施
を
撃
退
し
た
こ
と

［
史
料
十
三
・
二
十
七
］、
時
候
の
「
冬
中
甚
寒
」
な
ど
か
ら
、
起
草
時
期

を
開
元
二
十
三
年
十
一
月
と
判
断
し
た
。

　

ま
た
、
文
中
の
「
朕
已
敕
河
西
節
度
使
牛
仙
客
」
は
、
本
勅
書
と
「
敕

河
西
節
度
使
牛
仙
客
書
」［
史
料
二
十
三
］
と
内
容
が
酷
似
す
る
こ
と
か

ら
、
通
号
八
十
の
勅
書
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
通
号

五
十
二
・
五
十
四
・
八
十
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
起
草
と
考
え
ら
れ
る
。

○
十
―
十
六
（
通
号
五
十
五
）

【
題
】

　

敕
安
西
節
度
王
斛
斯
書

【
本
文
】

　

敕
王
斛
斯
。
累
得
卿
表
、
知
賊
等
肆
惡
、
終
冬
不
去
、
又
聞
將
士
與

、

數
有
殺
傷
、
諸
胡（

（
（

携
離（

（
（

、
將
自
此
始
。
朕
比（

（
（

爲（
（
（

料
、
亦
以
爲
然
。
卿
受
寄

遠
方
、
悉
心
奉
國
、
撫
巡
將
士
、
皆
得
輸
誠
。
萬
夫
一
心
、
以
少
撃
衆
、

雖
有
狂
寇
、
固
無
遠
憂
。
朕
所
懸
官
爵
、
惟
賞
忠
義
、
苟
能
盡
節
、
亦
豈

忘
功
。
卿
可
慰
勉
將
士
、
知
朕
此
意
、
若
有
殊
效（

（
（

、
卽
具
狀
以
聞
。
且
蘇

祿
凶
徒
、
本
是
烏
合
、
今
其
師
老
、
必
有
怨
嗟
。
至
如
骨
咄
王
子
來
投
、

已
是
其
效（

（
（

、
何
國
胡
不
受
處
分
、
亦
是
明
徴
。
其
下
離
心
、
已
至
於
此
、

可
令
間
諜
、
更
誘
其
餘
、
此
賊
敗
亡
、
將
從
内
潰
。
且
四
鎭
絶
遠
、
皆
是

孤
軍
、
卒
欲
益
兵
、
頗
難
救
急
。
近
已
敕
牛
仙
客
、
且
送
五
千
人
、
其
餘

驍
勇
、
亦
卽
繼
發
。
幷（

（
（

敕
北
庭
計
會
、
卿
可
與
蓋
嘉
運
相
知
。
張
皇
國
威
、

誠
在
此
擧
、
俘
滅
醜
虜
、
今
也
其
時
、
勉
樹
邉
勲
、
以
成
不
朽
。
冬
中
甚

寒
、
卿
及
將
士
比
竝
如
何
、
遣
書
指
不
多
及
。

【
校
勘
】

（
1
）　
「
胡
」
―
『
四
庫
』「
虜
」

（
2
）　
「
離
」
―
『
四
庫
』「
亂
」

（
3
）　
「
比
」
―
『
永
楽
』「
此
」

（
4
）　
「
爲
」
―
『
永
楽
』「
遠
」
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（
5
）　
「
效
」
―
『
永
楽
』「
効
」

（
6
）　
「
幷
」
―
『
全
唐
』「
竝
」

【
書
き
下
し
】

　

王
斛
斯
に
敕
す
。
累
ね
て
卿
の
表
を
得
、
賊
等
惡
を
肆
ほ
し
い
ま
ま

に
し
、
終

に
冬
去
ら
ざ
る
を
知
る
、
又
聞
く
、
將
士
與と
も

に

い
、
數
し
ば
殺
傷
有
り
、

諸
胡
の
携
離
は
、將
に
此
自
り
始
ま
ら
ん
と
す
と
。朕
比
こ
の
ご
ろ

料
を
爲
す
に
、

亦
た
以
て
然
り
と
爲
す
。
卿
は
寄
を
遠
方
に
受
け
、
心
を
悉
く
し
て
國
に

奉
じ
、
將
士
を
撫
巡
し
、
皆
誠
を
輸い
た

す
を
得
。
萬
夫
は
心
を
一
に
し
て
、

少
を
以
て
衆お
お
き

を
撃
ち
、
狂
寇
有
り
と
雖
も
、
固
よ
り
遠
憂
無
し
。
朕
懸

く
る
所
の
官
爵
は
、
惟
だ
忠
義
を
賞
す
、
苟ま
こ
と

に
能
く
節
を
盡
く
さ
ば
、

亦
た
豈
に
功
を
忘
れ
ん
や
。
卿
將
士
を
慰
勉
し
、
朕
が
此
の
意
を
知
る
べ

し
、
若
し
殊
效
有
ら
ば
、
卽
ち
狀
を
具
さ
に
以
て
聞
せ
よ
。
且ま

た
蘇
祿
は

凶
徒
に
し
て
、
本
は
是
れ
烏
合
な
り
、
今
其
の
師
老
い
、
必
ず
怨
嗟
有
ら

ん
。
骨
咄
王
子
の
來
投
の
如
き
に
至
り
て
は
、
已
に
是
れ
其
の
效
な
り
、

何い
ず
れ

の
國
（
何か

国
？
）
の
胡
處
分
を
受
け
ざ
る
は
、
亦
た
是
れ
明
徴
な
り
。

其
の
下
離
心
し
、
已
に
此
に
至
る
、
間
諜
を
し
て
、
更
に
其
の
餘
を
誘
わ

し
む
べ
し
、
此
の
賊
敗
亡
せ
ば
、
將
に
内
よ
り
潰
え
ん
と
す
。
且ま

た
四
鎭

は
絶
遠
に
し
て
、皆
是
れ
孤
軍
な
り
、卒に
わ

か
に
兵
を
益
さ
ん
と
欲
す
る
も
、

頗
る
救
急
し
難
し
。
近
く
已
に
牛
仙
客
に
敕
し
、
且
し
ば
ら
く

五
千
人
を
送
り
、

其
の
餘
の
驍
勇
は
、
亦
た
卽
ち
繼
い
で
發
す
。
幷
び
に
北
庭
に
敕
し
て
計

會
せ
し
む
、
卿
蓋
嘉
運
と
相
い
知
る
べ
し
。
國
威
を
張
皇
（
煌
）
す
る
は
、

誠
に
此
の
擧
に
在
り
、
醜
虜
を
俘
滅
す
る
は
、
今
や
其
の
時
な
り
、
勉
め

て
邉
勲
を
樹
て
、
以
て
不
朽
を
成
せ
。
冬
中
甚
だ
寒
し
、
卿
及
び
將
士

比
こ
の
ご
ろ

竝
び
に
如
何
、
書
を
遣
し
て
指
す
る
も
多
く
及
ば
ず
。

【
宛
先
】

　

王
斛
斯

【
起
草
時
期
】

　

開
元
二
十
三
年
十
一
月

【
内
容
】

　

戦
況
を
頻
々
と
報
告
す
る
王
斛
斯
に
対
し
、
朝
廷
は
牛
仙
客
に
援
軍
を

出
さ
せ
た
こ
と
や
突
騎
施
の
内
情
を
伝
え
、
檄
を
と
ば
し
た
。

　

文
中
の
「
賊
（
蘇
祿
凶
徒
）
等
肆
惡
、
終
冬
不
去
」
は
、
通
号
五
十
六

の
「
蘇
禄
猖
狂
、
方
擬
肆
惡
邉
城
、
經
冬
不
去
」
や
、「
賀
蓋
嘉
運
破
賊
状
」

［
史
料
二
十
二
］
の
「
凶
黨
大
衆
、
見
在
邉
城
、
方
擬
經
春
、
圖
爲
邉
患
」

に
符
合
す
る
。
開
元
二
十
三
年
冬
か
ら
翌
春
に
か
け
て
、
蓋
嘉
運
は
こ
れ

を
激
し
く
追
撃
し
た（
通
号
五
十
二
参
照
）。本
詔
勅
は
開
元
二
十
三
年
冬
、

十
一
月
頃
の
起
草
と
思
わ
れ
る
。

　

文
中
の「
近
已
敕
牛
仙
客
、且
送
五
千
人
、其
餘
驍
勇
、亦
卽
繼
發
」は
、

通
号
五
十
四
の
「
朕
已
敕
河
西
節
度
使
牛
仙
客
、
令
河
西
於
諸
軍
州
及
在

近
諸
軍
、
簡
練
驍
健
五
千
人
、
幷
十
八
年
應
替
兵
募
五
千
四
百
八
十
人
、

卽
相
續
發
遣
」
や
、
牛
仙
客
に
宛
て
た
通
号
八
十
［
史
料
二
十
三
］
の
「
卿

可
於
河
西
諸
軍
州
、
簡
練
驍
雄
五
千
人
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

○
十
―
十
七
（
通
号
五
十
六
）

【
題
】

　

敕
北
庭
都
護
蓋
嘉
運
書
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【
本
文
】

　

敕
北
庭
都
護
蓋
嘉
運
。
近
得
卿
表
知
、
舊
疾
發
動
、
請
入
都
就
醫
。
欲

遂
來
表
、
慮
有
邉
要
、
萬
一
失
便
、
雖
悔
何
追
。
且
蘇
祿
猖
狂
、
方
擬
肆

惡
邉
城
、
經
冬
不
去
、
西
州
近
復
焼
屯
、
亦
有
殺
傷
、
想
所
聞
也
。
此
賊

諸
頭
抄
掠
、
虜
衆
已
疲
、
亦
無
能
爲
、
正
可
取
便
。
至
如
西
州
、
近
者
有

賊
、
其
數
無
多
、
烽
候
若
明
、
密
與
兩
軍
作
號
、
首
尾
邀
撃
、
立
可
誅
剪
。

何
爲
當
軍
自
守
、
信
賊
公
行
、
來（

（
（

有
損
傷（

（
（

、
去
無
關
鍵
、
豈
是
邉
鎭
之
意

也
。
且
西
庭
雖
無
節
度
受
委
、
固
是
一
家
、
有
賊
共
除
、
有
患
相
救
、
萬

里
之
外
、
何
待
奏
聞
。
自
此
之
後
、
必
須
用
意
。
今
遣
醫
人
將
藥
往
、
可

善
自
將
療
。
春
初
餘
寒
、
卿
及
將
士
竝
平
安
好
、
遣
書
指
不
多
及
。

【
校
勘
】

（
1
）　
「
行
來
」
以
下
、
四
庫
本
五
葉
分
（
十
三
～
十
八
）
錯
簡
あ
り
。

（
2
）　
「
損
傷
」
―
『
四
庫
』「
傷
損
」

【
書
き
下
し
】

　

北
庭
都
護
蓋
嘉
運
に
敕
す
。近
く
卿
の
表
を
得
て
知
る
、舊
疾
發
動
し
、

都
に
入
り
て
醫
に
就
か
ん
こ
と
を
請
う
と
。來
表
を
遂
げ
ん
と
欲
す
れ
ど
、

邉
要
に
有
る
を
慮
り
、萬
一
便
を
失
わ
ば
、悔
ゆ
る
と
雖
も
何
ぞ
追
わ
ん
。

且
つ
蘇
祿
猖
狂
に
し
て
、
方
に
惡
を
邉
城
に
肆
に
せ
ん
と
擬は
か

り
、
冬
を
經

る
も
去
ら
ず
、
西
州
近
く
復
た
屯
を
焼
き
、
亦
た
殺
傷
有
り
、
想
う
に
聞

く
所
な
り
。
此
の
賊
諸
頭
抄
掠
し
、
虜
衆
已
に
疲
れ
、
亦
た
能
く
爲
す
無

し
、
正
に
便
を
取
る
可
し
。
西
州
の
如
き
に
至
り
て
は
、
近ち
か

者ご
ろ

賊
有
る
も
、

其
の
數
多
か
ら
ず
、烽
候
若
し
明
ら
か
な
れ
ば
、密
に
兩
軍
と
號
を
作
し
、

首
尾
邀
撃
し
、
立
た
ち
ど
こ
ろ

に
誅
剪
す
べ
し
。
何な
ん
す
れ
ぞ爲
軍
に
當
た
り
て
自
ら
守
り
、

賊
の
公
行
に
信ま

か

せ
、
來
る
に
損
傷
有
り
、
去
る
に
關
鍵
無
し
、
豈
に
是
れ

邉
鎭
の
意
な
ら
ん
や
。
且か

つ
西
庭
節
度
の
受
委
無
し
と
雖
も
、
固
よ
り
是

れ
一
家
に
し
て
、
賊
有
ら
ば
共
に
除
き
、
患
有
ら
ば
相
い
救
い
、
萬
里
の

外
、
何
ぞ
奏
聞
を
待
た
ん
や
。
此
れ
自
り
の
後
、
必
ず
須
か
ら
く
意
を
用も
ち

う
べ
し
。
今
醫
人
を
遣
わ
し
藥
を
將も

ち
て
往
か
し
む
、
善
く
自
ら
將も
ち

て
療

す
べ
し
。
春
初
餘
寒
、
卿
及
び
將
士
竝
び
に
平
安
に
好
し
か
れ
、
書
を
遣

し
て
指
す
る
も
多
く
及
ば
ず
。

【
宛
先
】

　

北
庭
都
護
蓋
嘉
運

【
起
草
時
期
】

　

開
元
二
十
四
年
正
月

【
内
容
】

　

蓋
嘉
運
は
都
で
の
持
病
の
治
療
を
奏
請
し
た
が
、
朝
廷
は
蘇
禄
追
撃
の

時
期
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
認
め
ず
、
代
わ
り
に
医
者
を
派
遣
し
た
。
起

草
時
期
は
、「
且
蘇
祿
猖
狂
、
方
擬
肆
惡
邉
城
、
經
冬
不
去
」
の
語
か
ら
、

蘇
禄
が
越
冬
し
て
唐
の
辺
城
に
侵
攻
し
て
い
た
時
期
に
限
定
さ
れ
、
さ
ら

に
時
候
の
「
春
初
餘
寒
」
が
正
月
の
季
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
十
四
年

正
月
と
推
定
し
た
。「
西
州
近
復
焼
屯
」
は
、
以
下
に
「
至
如
西
州
、
近

者
有
賊
、
其
數
無
多
、
烽
候
若
明
、
密
與
兩
軍
作
號
、
首
尾
邀
撃
、
立
可

誅
剪
」
と
あ
っ
て
、
烽
候
と
両
軍
［
史
料
二
十
八
］
相
互
の
連
携
不
備
を

指
摘
し
て
い
る
。
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○
十
―
十
八
（
通
号
五
十
七
）

【
題
】

　

敕
瀚
海
軍
使
蓋
嘉
運
書

【
本
文
】

　

敕
瀚
海
軍
使
北
庭
都
護
蓋
嘉
運
及
將
士
已
下
。
蘇
祿
爰
自
今
夏
、
連
犯

西
陲
、
犬
羊（

（
（

之
群
、
屯
結
不
散
。
誠
欲
出
其
不
意
、
乘
虛
以
入
、
凶
黨
聞

此
、
必
自
解
圍
。
卿
識
朕
心
、
有
符
成
料
。
比
王
尚
客
至
、
聞
已
出
師
、

窮
冬
絶
漠
、
荷
戈
冒
險
、
又
聞
有
所
擒
獲
、
張
我
國
威
、
言
念
忠
誠
、
良

深
賞
歎
。
在
此
行
也
、
四
鎭
凶
虜
、
必
應
抽
退
、
彼
既
有
效
、
應
合
叙
勞
、

兼
云
擒
獲
、
人
當
優
賞
。
宜
具
實
狀
、
一
一
以
聞
。
然
此
賊
爲
惡
、
勢
將

未
已
、
若
困
窮
蹙
、
實
則
不
知
。
安
西
近
亦
加
兵
、
卿
彼
士
馬
自
足
、
可

與
王
斛
斯
計
議
、
遂（

（
（

要
圖
之
。
春
初
餘
寒
、
卿
及
將
士
已
下
竝
平
安
好
、

遣
書
指
不
多
及
。

【
校
勘
】

（
1
）　
「
犬
羊
」
―
『
四
庫
』「
烏
合
」

（
2
）　
「
遂
」
―
『
全
唐
』「
逐
」

【
書
き
下
し
】

　

瀚
海
軍
使
北
庭
都
護
蓋
嘉
運
及
び
將
士
已
下
に
敕
す
。
蘇
祿
爰こ
こ

に
今
夏

自よ

り
、
西
陲
を
連
犯
し
、
犬
羊
の
群
、
屯
結
し
て
散
ら
ず
。
誠も

し
其
の
不

意
に
出
で
、
虛
に
乘
じ
て
以
て
入
る
を
欲
さ
ば
、
凶
黨
此
れ
を
聞
き
、
必

ず
自
ら
圍
を
解
か
ん
。
卿
朕
の
心
を
識
り
、
成
料
に
符あ

う
有
ら
ん
。
比
こ
の
ご
ろ

王
尚
客
至
り
て
、
已
に
出
師
す
る
と
聞
く
、
窮
冬
絶
漠
、
戈
を
荷
い
險
を

冒
す
と
、
又
擒
獲
す
る
所
有
り
、
我
が
國
威
を
張
る
と
聞
く
、
言こ
こ

に
忠
誠

を
念
い
、
良ま

こ
と

に
深
く
賞
歎
す
。
此
の
行
に
在
る
也や

、
四
鎭
の
凶
虜
必
ず

應
に
抽さ

り
退
く
べ
し
、
彼
既
に
效
有
り
、
應ま

さ合
に
勞
を
叙
す
べ
し
、
兼
ね

て
擒
獲
と
云
う
は
、
人
當
に
優
賞
す
べ
し
、
宜
し
く
實
狀
を
具
さ
に
し
、

一
一
以
て
聞
せ
よ
。
然
る
に
此
の
賊
の
惡
を
爲
す
や
、
勢
將
に
未
だ
已
ま

ざ
る
か
、
窮
蹙
に
困く
る
し

む
が
若
き
は
、
實
は
則
ち
知
ら
ず
。
安
西
近
く
亦

た
兵
を
加
え
、
卿
彼
の
士
馬
自
ら
足
る
、
王
斛
斯
と
計
議
し
、
要
を
遂
げ

て
之
と
圖
る
べ
し
。
春
初
餘
寒
、
卿
及
び
將
士
已
下
竝
び
に
平
安
に
し
て

好
し
か
れ
、
書
を
遣
し
て
指
す
る
も
多
く
及
ば
ず
。

【
宛
先
】

　

瀚
海
軍
使
北
庭
都
護
蓋
嘉
運
及
將
士
已
下

【
起
草
時
期
】　

　

開
元
二
十
四
年
正
月

【
内
容
】

　

王
尚
客
の
報
告
を
聞
き
、
蓋
嘉
運
お
よ
び
北
庭
の
将
士
に
宛
て
、
十
二

月
の
出
兵
・
戦
勝
を
ね
ぎ
ら
い
褒
賞
を
約
し
、
激
励
し
て
い
る
。
起
草
は
、

勅
使
王
尚
客
（
通
号
五
十
二
）
の
奏
に
よ
り
蓋
嘉
運
の
活
躍
に
言
及
し
て

い
る
こ
と
、
時
候
「
春
初
餘
寒
」
に
よ
り
、
開
元
二
十
四
年
正
月
と
考
え

ら
れ
る
。

　
『
新
唐
書
』
は
戦
勝
を
正
月
丙
午
（
二
六
日
）
と
記
す
［
史
料

二
十
九
］。
斉
藤
達
也
氏
は
本
詔
勅
の
「
春
初
餘
寒
」
に
鑑
み
、
一
月

二
六
日
か
ら
三
〇
日
の
間
の
発
布
と
す
る［
斉
藤
一
九
九
三
］。ま
た
、『
曲

江
集
』
巻
十
四
「
賀
蓋
嘉
運
破
賊
状
」［
史
料
二
十
二
］
は
、
蓋
嘉
運
が

厳
冬
を
つ
い
て
敵
に
打
撃
を
与
え
、
辺
城
の
包
囲
を
解
い
て
勝
利
し
た
こ
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と
を
伝
え
て
お
り
、
本
勅
書
の
理
解
を
助
け
る
。

　

な
お
、通
号
五
十
六
・
五
十
七
は
蓋
嘉
運
宛
、時
候
も
同
じ「
春
初
餘
寒
」

で
あ
る
。
開
元
二
十
三
年
～
二
十
四
年
に
か
け
て
の
突
騎
施
の
安
西
襲
撃

は
見
解
の
一
致
す
る
所
で
あ
る
か
ら
、
通
号
五
十
六
・
五
十
七
と
が
同
時

期
に
起
草
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
通
号
五
十
二
・
五
十
四
・
五
十
五
・�

八
十
も
起
草
時
期
が
近
い
。
開
元
二
十
年
代
前
半
期
、
短
期
間
に
発
せ
ら

れ
た
多
く
の
詔
勅
・
表
奏
が
残
さ
れ
た
こ
と
は
、
特
記
す
べ
き
で
あ
る
。

主
要
参
考
文
献

○
日
本
語

【
参
考
文
献
】

飯
島
奨
・
遠
藤
耕
太
郎　
「
南
詔
徳
化
碑
訳
注
」 （『
共
立
女
子
大
学
・
共

立
女
子
短
期
大
学
総
合
文
化
研
究
所
紀
要
』
十
九
（
二
）、

二
〇
一
三
年
）

伊
瀬
仙
太
郎　
「
突
騎
施
対
策
と
磧
西
節
度
使
」（『
中
国
西
域
経
営
史
研

究
』
一
九
六
八
年
、
巖
南
堂
、
初
版
一
九
五
五
年
）

石
見　

清
裕　
「
唐
朝
発
給
の
「
国
書
」
一
覧
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
三
、

一
九
九
九
年
）

　
　

同　
　
　
「
唐
・
張
九
齢
『
曲
江
集
』
所
収
の
対
吐
蕃
国
書
四
首
に

つ
い
て
」 （
荒
川
正
晴
・
柴
田
幹
夫
編
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

と
近
代
日
本
の
邂
逅
～
西
域
古
代
資
料
と
日
本
近
代
仏
教

～
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）

大
原　

良
通　
「
八
世
紀
に
お
け
る
吐
蕃
の
対
南
詔
国
政
策
」（『
日
本
西

蔵
学
会
会
報
』
四
八
、二
〇
〇
二
年
）

金
子　

修
一　
「
唐
代
の
国
際
文
書
形
式
」（
同
『
隋
唐
の
国
際
秩
序
と
東

ア
ジ
ア
』
所
収
、
名
著
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出

一
九
七
四
年
）

　
　

同　
　
　
「
唐
代
の
異
民
族
に
お
け
る
郡
王
号
―
契
丹
・
奚
を
中
心

に
し
て
―
」（
前
掲
書
所
収
、
初
出
一
九
八
六
年
）

川
野　

明
正　
『
雲
南
の
歴
史
～
ア
ジ
ア
十
字
路
に
交
錯
す
る
多
民
族
世

界
』（
白
帝
社
、
二
〇
一
三
年
）

斉
藤　

達
也　
「
突
騎
施
の
台
頭
と
唐
の
砕
葉
放
棄
に
つ
い
て
」（『
史
滴
』

十
二
、一
九
九
一
年
）

斉
藤　

達
也　
「
曲
江
集
所
収
の
西
域
関
係
勅
書
の
起
草
時
期
」（『
早
稲

田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
別
冊
十
九
、

一
九
九
三
年
）

佐
藤　
　

長　
「
初
代
磧
西
節
度
使
の
起
源
と
そ
の
終
末　

上
」（『
東
洋

史
研
究
』
七
（
六
）、
一
九
四
二
年
）

　
　

同　
　
　
『
古
代
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
』（
東
洋
史
研
究
会　

一
九
五
八

年
）

菅
沼　

愛
語　
『
７
世
紀
後
半
か
ら
８
世
紀
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
国
際

情
勢
と
そ
の
推
移
―
唐
・
吐
蕃
・
突
蕨
の
外
交
関
係
を
中

心
に
―
』（
渓
水
社
、
二
〇
一
三
年
）

内
藤
み
ど
り　
『
西
突
厥
史
の
研
究
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
八

年
）
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西
嶋　

定
生　
「
東
ア
ジ
ア
世
界
と
冊
封
体
制　

六
―
八
世
紀
の
東
ア
ジ

ア
」（『
西
嶋
定
生
東
ア
ジ
ア
史
論
集
』
三
、
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
二
年
、
初
出
一
九
六
二
年
）

林　

謙
一
郎　
「
南
詔
国
の
成
立
」（『
東
洋
史
研
究
』
四
九
（
一
）、

一
九
九
〇
年
）

　
　

同　
　
　
「「
中
国
」
と
「
東
南
ア
ジ
ア
」
の
は
ざ
ま
で
～
雲
南
に
お

け
る
初
期
国
家
形
成
～
」（『
岩
波
講
座　

東
南
ア
ジ
ア
史

１　

原
史
東
南
ア
ジ
ア
世
界
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）

　
　

同　
　
　
「
南
詔
王
権
の
確
立
・
変
質
と
唐
・
吐
蕃
関
係
―
和
親
（
公

主
降
嫁
）
の
意
味
す
る
も
の
」（『
唐
代
史
研
究
』

十
二
、二
〇
〇
九
年
）

速
水　
　

大　
「
開
元
二
二
年
の
唐
と
契
丹
」（『
明
大
ア
ジ
ア
史
論
集
』

一
八
、 

二
〇
一
四
年
）

平
岡
武
夫
編　
『
唐
代
の
暦
』（
唐
代
研
究
の
し
お
り
第
一
、
京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所
、
一
九
五
四
年
）

廣
瀬　

憲
雄　
『
東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
と
古
代
日
本
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
一
年
）

藤
澤　

義
美　
『
西
南
中
国
民
族
史
の
研
究
～
南
詔
国
の
史
的
研
究
』　

（
大
安
、
一
九
六
九
年
）

　
　

同　
　
　
「
唐
朝
雲
南
経
営
史
の
研
究
」（『
岩
手
大
学
学
芸
学
部
研

究
年
報
』
十
（
一
）、
一
九
五
六
年
）

　
　

同　
　
　
「
唐
朝
雲
南
経
営
史
の
研
究
（
其
二
）
～
玄
宗
代
の
雲
南

経
営
～
」（『
岩
手
大
学
学
芸
学
部
研
究
年
報
』十
一（
一
）、

一
九
五
七
年
）

前
嶋　

信
次　
「
タ
ラ
ス
戦
考
―
序
章
」（
同
『
東
西
文
化
交
流
の
諸
相
』

所
収
、
東
西
文
化
交
流
の
諸
相
刊
行
会
、
一
九
七
一
年
、

初
出
一
九
五
九
年
）

松
田　

寿
男　
『
古
代
天
山
の
歴
史
地
理
学
的
研
究　

増
補
版
』（
早
稲
田

大
学
出
版
部
、
一
九
七
九
年
）

護　
　

雅
夫　

�『
古
代
ト
ル
コ
民
族
史
研
究
』
Ⅰ
（
山
川
出
版
社
、

一
九
六
七
年
）

森
安　

孝
夫　
「
吐
蕃
の
中
央
ア
ジ
ア
進
出
」（
同
『
東
西
ウ
イ
グ
ル
と
中

央
ユ
ー
ラ
シ
ア
』
所
収
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
。

二
〇
一
五
年
、
初
出
一
九
八
四
年
）

山
内　

晋
次　
「
唐
朝
の
国
際
秩
序
と
日
本
―
外
交
文
書
形
式
の
分
析
を

通
し
て
」（
同
『
奈
良
平
安
期
の
日
本
と
ア
ジ
ア
』
所
収
、

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）

○
中
国
語

岑　
　

仲
勉　
『
突
厥
集
史
』（
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
）

何　
　

格
恩　
「
張
曲
江
詩
文
事
蹟
編
年
考
」（『
広
東
文
物
』
中
冊
、
中

国
文
化
恊
進
会
、
一
九
四
一
年
）

熊　

飛　

校
注　
『
張
九
齢
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
）

楊　
　

承
祖　
『
張
九
齢
年
譜　

附
論
五
種
』（
国
立
台
湾
大
学
大
学
院
、

一
九
六
四
年
）
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参
考
史
料

［
史
料
一
］　
『
旧
唐
書
』
巻
四
十
一 

地
理
志 

剣
南
道
當
州
条

　
　
　

�
本
松
州
之
通
軌
縣
。
貞
觀
二
十
一
年
（
六
四
七
）、
析
置
當
州
、

以
土
出
當
歸
爲
名
。
州
治
利
川
、
領
通
軌
、
左
封
二
縣
。
顯
慶
二

年(

六
五
七)
、
又
析
左
封
置
悉
州
。
儀
鳳
二
年
（
六
七
七
）、
移
治

逢
臼
橋
。
…
…

　
　
　

�

通
軌　

本
屬
松
州
、
歷
代
生
羌
之
地
。
貞
觀
二
十
年
、
松
州
首
領

董
和
那
蓬
固
守
松
府
、
特
敕
於
通
軌
縣
置
當
州
、
以
蓬
爲
刺
史
。

［
史
料
二
］　
『
曲
江
集
』
巻
十
二
「
敕
柘
静
州
首
領
書
」
通
号
九
十

　
　
　

�

敕
拓
・
静
等
州
部
落
。
昨
王
承
訓
去
、
縁
當
州
百
姓
、
有
相
扇
動

…
…
此
者
採
訪
使
處
置
、
或
未
得
所
、
朕
既
知
之
、
已
有
處
分
。

卿
等
祖
父
忠
赤
、
輸
誠
國
家
、
既
是
子
孫
、
久
襲
冠
帶
、
各
守
先

業
…
…
。

［
史
料
三
］　
『
曲
江
集
』
巻
十
二

　
　
「
敕
西
南
蠻
大
首
領
蒙
歸
義
書
」
通
号
九
十
一

　
　
　

�

敕
蒙
歸
義
。
吐
蕃
於
蠻
、
擬
行
報
復
、
又
嶲
州
鹽
井
、
本
屬
國
家
、

中
間
被
其
内
侵
、
近
日
始
復
収
得
。
卿
彼
蕃
落
、
亦
應
具
知
。
吐

蕃
惟
利
是
貪
、
數
論
鹽
井
、
比
有
信
使
、
頗
以
爲
詞
。
今
知
其
將

兵
、
擬
侵
蠻
落
、
兼
擬
取
鹽
井
、
事
似
不
虛
。
國
家
與
之
通
和
、

未
嘗
有
惡
、
今
既
如
此
、
不
可
不
防
。
卿
卽
與
達
奚
守
珪
部
落
團

練
、
候
其
有
動
、
方
可
出
兵
。
必
無
事
蹤
、
亦
不
得
先
擧
。
…
…

竝
委
卿
與
達
奚
守
珪
計
會
…
…
今
故
令
内
給
事
王
承
訓
往
、
一
一

口
具
、
遣
書
指
不
多
及
。

［
史
料
四
］　
『
曲
江
集
』
巻
十
一
「
敕
吐
蕃
贊
普
書
」
通
号
七
十
一

　
　
　

�

皇
帝
問
吐
蕃
贊
普
。
…
…
所
云
去
年
七
月
、
雟
州
將
兵
抄
掠
兼
有

詃
誘
、
雟
州
之
外
尚
隔
諸
蠻
、
既
背
吐
蕃
、
自
行
寇
抄
掠
、
而
乃

推
托
於
我
、
何
爲
遥
信
虛
詞
、
且
西
南
群
蠻
、
別
是
一
物
、
既
不

定
於
我
、
亦
不
專
於
吐
蕃
所
。
去
卽
不
追
、
來
亦
不
拒
、
乃
是
兩

界
所
有
…
…
往
者
此
蠻
背
恩
、侵
我
邊
鄙
、昆
明
卽
雟
州
之
故
縣
、

鹽
井
乃
昆
明
之
本
城
、
今
復
𦾔
疆
、
何
廢
修
築
。
而
云
除
却
、
是

何
道
理
。
且
邉
境
備
守
、
彼
此
常
事
、
今
既
和
好
、
何
有
嫌
疑
。

［
史
料
五
］　
『
旧
唐
書
』
巻
百
九
十
六 

吐
蕃
伝 

儀
鳳
三
年
条

　
　
　

�

儀
鳳
三
年
…
…
敬
玄
（
＝
李
敬
玄
）
遂
擁
衆
鄯
州
、
坐
改
爲
衡
州

刺
史
。
往
劍
南
兵
募
、
於
茂
州
之
西
南
築
安
戎
城
以
壓
其
境
。
俄

有
生
羌
爲
吐
蕃
鄉
導
、
攻
陷
其
城
、
遂
引
兵
守
之
。

［
史
料
六
］　
『
旧
唐
書
』
巻
百
九
十
六
上 

吐
蕃
伝 

開
元
二
十
六
年
条

　
　
　

�

二
十
六
年
（
七
月
）
…
…
時
王
昱
又
率
劍
南
兵
募
攻
其
安
戎
城
。

先
於
安
戎
城
左
右
築
兩
城
、以
爲
攻
拒
之
所
、頓
兵
於
蓬
婆
嶺
下
、

運
劍
南
道
資
粮
以
守
之
。
其
年
九
月
、
吐
蕃
悉
銳
以
救
安
戎
城
、

官
軍
大
敗
、
兩
城
竝
爲
賊
所
陷
。

［
史
料
七
］　
『
冊
府
元
亀
』
巻
百
二
十
八 

帝
王
部 

明
賞
二

　
　
　

�（
開
元
）
二
十
三
年
十
二
月
、
命
十
道
采
訪
使
擧
良
刺
史
縣
令
、

以
…
…
嶲
州
刺
史
許
齋
物
…
…
等
聞
。

［
史
料
八
］　
『
蛮
書
』
巻
七 

雲
南
管
内
物
産
第
七

　
　
　

�

昆
明
城
有
大
鹽
池
、
比
陷
吐
蕃
。
蕃
中
不
解
煮
法
、
以
鹹
池
水
沃
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柴
上
、
以
火
焚
柴
成
炭
、
卽
於
炭
上
掠
取
鹽
也
。
貞
元
十
年

（
七
九
四
）
春
、
南
詔
收
昆
明
城
、
今
鹽
池
屬
南
詔
。

［
史
料
九
］　
『
曲
江
集
』
巻
十
二
「
勅
蕃
首
領
鐸
羅
望
書
」
通
号
九
十
二

　
　
　

�
故
姚
州
管
内
大
酋
長
郍
傍
時
嫡
孫
、
將
軍
鐸
羅
望
…
…
故
遣
宿
𫟘

首
領
王
白
、
于
姚
州
都
督
達
奚
守
珪
計
會
、
…
…
。

［
史
料
十
］　
『
曲
江
集
』
巻
十
二
「
勅
吐
蕃
贊
普
書
」
通
号
七
十
六

　
　
　

�

皇
帝
問
贊
普
。
…
…
至
於
突
騎
施
、
蕞
爾
醜
虜
、
頃
年
恃
我
爲
援
、

幸
至
今
日
、
而
敢
辜
恩
、
朕
未
卽
誅
之
、
待
其
惡
積
。
贊
普
越
界
、

與
其
婚
姻
…
…
。

［
史
料
十
一
］　
『
旧
唐
書
』
巻
百
九
十
四
下 

突
厥 

蘇
祿
条

　
　
　

�（
突
騎
施
）
潛
又
遣
使
南
通
吐
蕃
、
東
附
突
厥
。
突
厥
及
吐
蕃
亦

嫁
女
與
蘇
祿
。

［
史
料
十
二
］　�『
関
中
金
石
文
字
存
逸
考
』
巻
十
「
隴
右
節
度
使
陰
公
修

硤
路
記
」　

　
　
　

�

開
元
二
十
二
年
六
月
卅
日
、
奉
節
度
使
兼
中
丞
陰
公
處
分
、
臨
洮

軍
副
使
郭
質
、
押
成
州
健
児
、
修
此
峽
路
、
幷
通
車
馬
、
無
□
留

滞
、
應
時
修
了
。

［
史
料
十
三
］　�『
資
治
通
鑑
』
巻
二
百
十
四 

唐
玄
宗
紀 

開
元
二
十
三
年

条

　
　
　

冬
十
月
戊
申
（
二
十
六
日
）、
突
騎
施
寇
北
庭
及
安
西
撥
換
城
。

［
史
料
十
四
］　�『
資
治
通
鑑
』
巻
二
百
十
四 

唐
玄
宗
紀 

開
元
二
十
四
年

正
月
条

　
　
　

北
庭
都
護
蓋
嘉
運
撃
突
騎
施
、
大
破
之
。

［
史
料
十
五
］　
『
旧
唐
書
』
巻
八 

玄
宗
紀 

開
元
二
十
二
年
六
月
条

　
　
　

�

六
月
乙
未
（
二
十
八
日
）、
遣
左
金
吾
將
軍
李
佺
、
於
赤
嶺
與
吐

蕃
分
界
立
碑
。

［
史
料
十
六
］　�『
資
治
通
鑑
』
巻
二
百
十
三 

唐
玄
宗
紀 

開
元
二
十
一
年

二
月
条

　
　
　

�

二
月
丁
酉
（
二
十
九
日
）、
金
城
公
主
請
立
碑
於
赤
嶺
、
以
分
唐

與
吐
蕃
之
境
、
許
之
。

［
史
料
十
七
］　
『
旧
唐
書
』
巻
百
九
十
六
上 

吐
蕃
伝

　
　
　

�（
開
元
）
二
十
一
年
、
又
制
工
部
尚
書
李
暠
往
聘
吐
蕃
、
每
唐
使

入
境
、
所
在
盛
陳
甲
兵
及
騎
馬
、
以
矜
其
精
銳
。
二
十
二
年
、
遣

將
軍
李
佺
於
赤
嶺
與
吐
蕃
分
界
立
碑
。

［
史
料
十
八
］　
『
唐
会
要
』
巻
七
十
八 

諸
使 

節
度
使
条

　
　
　

�

安
西
四
鎭
節
度
使 

…
…
至
〔
開
元
〕
二
十
一
年
十
二
月
、
王
斛

斯
除
安
西
四
鎭
節
度
、
遂
爲
定
額
。

［
史
料
十
九
］　�『
文
苑
英
華
』
巻
三
百
九
十
七 

中
書
制
詔
「
授
王
斛
斯
太

僕
卿
制
」（
孫
逖
）

　
　
　

�

門
下
。
安
西
大
都
護
王
斛
斯
、
將
略
稱
多
、
忠
誠
克
著
、
頃
自
邊

寄
、
頗
洽
人
心
。
間
歲
以
來
、
頻
有
騷
警
、
能
清
寇
雪
、
不
頓
甲

兵
。
契
軍
國
之
遠
圖
、
得
攻
拒
之
良
術
、
有
勞
懋
賞
、
自
昔
如
茲
。

宜
踐
列
卿
之
位
、
俾
兼
幷
護
之
職
。
可
太
僕
卿
員
外
置
同
正
員
、

兼
安
西
都
護
等
如
故
。

［
史
料
二
十
］　�『
文
苑
英
華
』
巻
四
百
二 

中
書
制
詔
「
授
蓋
嘉
運
兼
金
吾

衛
将
軍
制
」（
孫
逖
）
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�

門
下
。
右
威
𫟘
將
軍
兼
北
庭
都
護
蓋
嘉
運
、
百
夫
稱
勇
、
萬
里
將

軍
、
智
則
有
謀
、
忠
而
能
毅
、
頃
者
狂
寇
作
梗
、
鋭
師
深
入
、
用

奇
以
往
、
決
勝
而
歸
、
式
疇
其
庸
、
言
命
之
賞
、
宜
増
秩
於
中
尉
、

仍
握
兵
於
外
域
、
可
左
金
吾
𫟘
將
軍
兼
北
庭
都
護
、
餘
如
故
。

［
史
料
二
十
一
］　
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
百
八
十 

外
臣
部 

通
好　

　
　
　

�（
開
元
）
二
十
四
年
八
月
甲
寅
（
七
日
）、
突
騎
施
遣
大
首
領
胡
禄

達
干
來
求
和
、
許
之
、
宴
於
内
殿
受
左
金
吾
將
軍
員
外
置
賜
錦
衣

一
幅
帛
及
綵
一
百
疋
放
還
蕃
。

［
史
料
二
十
二
］　
『
曲
江
集
』
巻
十
四
「
賀
蓋
嘉
運
破
賊
状
」

　
　
　

�

右
、
髙
力
士
宣
奉
敕
示
臣
等
、
王
尚
客
奏
狀
知
、
蓋
嘉
運
至
突
厥

施
店
密
城
、
逢
賊
便

、
多
有
殺
獲
、
且
凶
黨
大
衆
、
見
在
邉
城
、

方
擬
經
春
、
圖
爲
邉
患
。
忽
聞
、
嘉
運
比
入
、
復
有
破
傷
。
…
…

［
史
料
二
十
三
］　
『
曲
江
集
』
巻
十
二

　
　
「
敕
河
西
節
度
副
大
使
牛
仙
客
書
」
通
号
八
十

　
　
　

�

突
騎
施
連
歳
犯
邉
、
凶
惡
如
此
、
若
不
威
服
、
只
長
冦
仇
。
自
夏

及
今
、
連
歳
不
散
、
疎
勒
雖
解
、
遍
城
見
侵
。（
中
略
）
卿
可
於

河
西
諸
軍
州
、
簡
練
驍
雄
五
千
人
、
卽
安
西
受
王
斛
斯
分
部
、
朕

當
發
遣
十
八
年
安
西
、
應
替
五
千
四
百
八
十
人
與
彼
相
續
、
足
得

成
師
。
…
…
又
恐
安
西
資
用
之
乏
、
卿
可
於
凉
府
將
二
十
萬
段
物

往
安
西
、
令
随
事
支
擬
…
…
。

［
史
料
二
十
四
］　
『
新
唐
書
』
巻
四
十
三
下 

地
理
志
七 

安
西
都
護
府
条

　
　
　

河
西
內
屬
諸
胡
、
州
十
二
、
府
二
。

　
　
　

�

烏
壘
州　

和
墨
州　

溫
府
州　

蔚
頭
州　

遍
城
州　

耀
建
州　

寅

度
州　

豬
拔
州　

達
滿
州　

蒲
順
州　

郢
及
滿
州　

乞
乍
州
（
下

略
）

［
史
料
二
十
五
］　
『
唐
会
要
』
巻
七
十
八 

節
度
使
条

　
　
　

�

平
盧
軍
節
度
使
、（
開
元
）
二
十
八
年
二
月
除
王
斛
斯
、
又
加
押

兩
蕃
及
渤
海
黑
水
四
府
經
略
處
置
使
、
遂
爲
定
額
。

［
史
料
二
十
六
］　
『
旧
唐
書
』
巻
百
三 

牛
仙
客
伝

　
　
　

�

開
元
二
十
四
年
秋
、
代
信
安
王
褘
爲
朔
方
行
軍
大
總
管
、
右
散
騎

常
侍
崔
希
逸
代
仙
客
知
河
西
節
度
事
。

［
史
料
二
十
七
］　
『
旧
唐
書
』
巻
八 

玄
宗
紀 

開
元
二
十
四
年
条

　
　
　

春
正
月
、
北
庭
都
護
蓋
嘉
運
率
兵
擊
突
騎
施
、
破
之
。

［
史
料
二
十
八
］　
『
旧
唐
書
』
巻
四
十 

地
理
志
三 

北
庭
都
護
府
条

　
　
　

�

瀚
海
軍　

開
元
中
、
蓋
嘉
運
置
、
在
北
庭
都
護
府
城
內
、
管
鎭
兵

萬
二
千
人
、
馬
四
千
二
百
匹
。

　
　
　

�

天
山
軍　

開
元
中
、
置
西
州
城
內
、
管
鎭
兵
五
千
人
、
馬
五
百
匹
。

在
都
護
府
南
五
百
里
。

　
　
　

�

伊
吾
軍　

開
元
中
置
、
在
伊
州
西
北
五
百
里
甘
露
川
、
管
鎭
兵

三
千
人
、
馬
三
百
匹
、
在
北
庭
府
東
南
七
百
里
。

［
史
料
二
十
九
］　
『
新
唐
書
』
五 

玄
宗
紀 

開
元
二
十
四
年
条

　
　
　

正
月
丙
午（
二
十
六
日
）、北
庭
都
護
蓋
嘉
運
及
突
騎
施
戰
、敗
之
。
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通号 題名 巻 番号 四部叢刊 全唐文 四庫全書 文苑英華 永楽大典
47 勅安西節度王斛斯書（５） 10 8 10・5b 285・17b 10・6a 14707・24a
48 勅安西節度王斛斯書（６） 10 9 10・6a 285・18b 10・6b 14707・24b
49 勅安西節度王斛斯書（７） 10 10 10・7a 286・1a 10・7a 14707・24b
50 勅安西節度王斛斯書（８） 10 11 10・7b 286・1b 10・8a 14707・25a
51 勅北庭経略蓋嘉運書（２） 10 12 10・7b 286・2a 10・8b
52 勅渤海使蓋嘉運書 10 13 10・8a 286・2a 10・9a
53 勅四鎮節度王斛斯書（１） 10 14 10・8b 286・3a 10・9b 14707・25a
54 勅四鎮節度王斛斯書（２） 10 15 10・9b 286・3b 10・10b 14707・25b
55 勅安西節度王斛斯書（９） 10 16 10・10b 286・4b 10・11b 14707・25b
56 勅北庭都護蓋嘉運書 10 17 10・11a 286・5b 10・12b
57 勅瀚海軍使蓋嘉運書（２） 10 18 10・11b 286・6a 10・19a
58 勅契丹知兵馬中郎李過折書 11 1 11・1b 286・6b 11・1a 471・8b
59 勅突厥苾伽可汗書 11 2 11・2b 286・7b 11・2a 468・6a
60 勅突厥可汗書（１） 11 3 11・3a 286・8a 11・2b 468・6b
61 勅金城公主書（１） 11 4 11・3b 286・16a 11・3a
62 勅剣南節度王昱書（２） 11 5 11・3b 286・8b 11・3b 14707・20b
63 勅突厥登利可汗書（１） 11 6 11・4a 286・9a 11・4a 468・7a
64 勅突厥可汗書（２） 11 7 11・4b 286・9b 11・5a 468・7b
65 勅突騎施毗伽可汗書 11 8 11・5b 286・10a 11・5b 471・10a
66 勅突厥可汗書（３） 11 9 11・7b 286・12b 11・8a 468・8a
67 勅突厥可汗書（４） 11 10 11・8a 286・13a 11・9a 468・8b
68 勅突厥可汗書（５） 11 11 11・9a 286・14a 11・10a 468・9b
69 勅吐蕃賛普書（１） 11 12 11・10a 286・14b 11・11a 469・1a
70 勅磧西支度等使章仇兼瓊書 11 13 11・11a 286・15b 11・12a
71 勅吐蕃賛普書（２） 11 14 11・11b 287・1a 11・12b 469・2a
72 勅吐蕃賛普書（３） 11 15 11・12b 287・2a 11・14a 469・2b
73 勅吐蕃賛普書（４） 12 1 12・1b 287・3b 12・1a 469・4a
74 勅吐蕃賛普書（５） 12 2 12・2a 287・4a 12・2a 469・4b
75 勅金城公主書（２） 12 3 12・3a 287・5a 12・2b
76 勅吐蕃賛普書（６） 12 4 12・3a 287・5b 12・3a 469・5a
77 勅金城公主書（３） 12 5 12・4b 287・6b 12・4b
78 勅吐蕃賛普書（７） 12 6 12・4b 287・7a 12・5a 469・6a
79 勅西州都督張待賓書（３） 12 7 12・5b 287・7b 12・6a
80 勅河西節度副大使牛仙客書（３） 12 8 12・6a 287・8a 12・6b
81 勅天仙軍使張待賓書（４） 12 9 12・7a 287・9a 12・7b
82 勅護密国王書（１） 12 10 12・7a 287・9b 12・8a 471・11b
83 勅護密国王書（２） 12 11 12・7b 287・9b 12・8a 471・12a
84 勅識匿国王書 12 12 12・8a 287・10a 12・8b 471・12b
85 勅勃律国王書 12 13 12・8b 287・10b 12・9a 471・12b
86 勅諸国王葉護城等書 12 14 12・8b 287・11a 12・9b 471・13a
87 勅罽賓国王書 12 15 12・9a 287・11b 12・10a 471・13b
88 勅日本国王書 12 16 12・9b 287・11b 12・10b 471・13b
89 勅西南蛮大首領蒙帰義書（１） 12 17 12・10b 287・12b 12・11b 470・10a
90 勅拓静州首領書 12 18 12・10b 287・13a 12・11b 470・10b
91 勅西南蛮大首領蒙帰義書（２） 12 19 12・11a 287・13a 12・12a 470・11a
92 勅蛮首領鐸羅望書 12 20 12・11b 287・14a 12・13a 470・11b
93 勅安南首領爨仁哲書 12 21 12・12a 287・14a 12・13b 470・11b
A 勅幽州節度張守珪書 14707・21a
B 勅幽州節度副大使幽州長使兼御史中丞張守珪等書（仮題） 14707・21b
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表１　『曲江集』巻八～巻十二　勅書諸本対照表訂正版
凡例：巻・丁・表/裏（８・１a／８・１ｂ）とする

通号 題名 巻 番号 四部叢刊 全唐文 四庫全書 文苑英華 永楽大典
1 勅薛泰書 8 1 8・1b 284・8b 8・1a
2 勅安西節度王斛斯書（１） 8 2 8・2a 284・9a 8・1b 14707・23a
3 勅西州都督張待賓書（１） 8 3 8・2b 284・9b 8・2a
4 勅清夷軍使虞靈章書 8 4 8・2b 284・9b 8・2b
5 勅伊吾軍使張楚賓書 8 5 8・3a 284・10a 8・3a
6 勅河西節度牛仙客書（１） 8 6 8・3b 284・10b 8・3b 14707・20a
7 勅北庭将士已下書 8 7 8・3b 284・11a 8・4a
8 勅西州都督張待賓書（２） 8 8 8・4a 284・11b 8・4b
9 勅北庭士百姓等書 8 9 8・5a 284・12a 8・5a
10 勅新羅王金興光書（１） 8 10 8・5b 284・13a 8・5b 471・1b
11 勅河西節度牛仙客書（２） 8 11 8・6a 284・14a 8・6b 14707・20a
12 勅瀚海軍使蓋嘉運書（１） 8 12 8・7a 284・15a 8・8a
13 勅安西節度王斛斯書（２） 8 13 8・8a 284・16a 8・9a 14707・23b
14 勅幽州節度張守珪書（１） 8 14 8・8b 284・16b 8・9b 14707・21b
15 勅幽州節度使張守珪書（２） 8 15 8・9a 284・17a 8・10b 14707・21a
16 勅剣南節度使王昱書（１） 8 16 8・10a 284・18a 8・11a 14707・20b
17 勅投降奚等書 8 17 8・10b 285・1a 8・11b 471・6a
18 勅契丹王據埒可突干等書 8 18 8・10b 285・1b 8・12a 471・7a
19 勅幽州節度張守珪書（３） 8 19 8・11b 285・3a 8・13a
20 勅新羅都護金興光書（２） 9 1 9・1b 285・10a 9・1a 471・2a
21 勅契丹都督𣵀禮書 9 2 9・2b 285・2a 9・2a 471・7b
22 勅奚都督李帰国書（１） 9 3 9・3a 285・3b 9・3a 471・6a
23 勅奚都督李帰国書（２） 9 4 9・3b 285・4a 9・3b 471・6b
24 勅平盧使烏知義書（１） 9 5 9・4a 285・4b 9・4a
25 勅松模都督𣵀禮書 9 6 9・4b 285・4b 9・4b
26 勅幽州節度張守珪書（４） 9 7 9・5a 285・5a 9・5a 14707・22a
27 勅幽州節度張守珪書（５） 9 8 9・5b 285・5b 9・5b 14707・22a
28 勅幽州節度張守珪書（６） 9 9 9・6a 285・6b 9・6b 14707・22b
29 勅幽州節度張守珪書（７） 9 10 9・6b 285・7a 9・7a 14707・22b
30 勅幽州節度張守珪書（８） 9 11 9・7b 285・8a 9・8a 14707・23a
31 勅平盧使烏知義書（２） 9 12 9・8a 285・8b 9・9a
32 勅平盧諸将士書 9 13 9・8b 285・9a 9・9b
33 勅新羅王金興光書（３） 9 14 9・9a 285・9b 9・10a 471・2b
34 勅渤海王大武芸書（１） 9 15 9・9b 285・10b 9・10b 471・3b
35 勅渤海王大武芸書（２） 9 16 9・10a 285・11b 9・11b 471・4b
36 勅渤海王大武芸書（３） 9 17 9・11a 285・12a 9・12a 471・5a
37 勅渤海王大武芸書（４） 9 18 9・11a 285・12b 9・12b 471・5a
38 勅平盧使烏知義書（３） 9 19 9・11b 285・13a 9・13a
39 勅河東節度副使王忠嗣書 9 20 9・12a 285・13a 9・13b
40 勅常州別駕董懲運書 10 1 10・1b 285・13b 10・1a
41 勅當息羗首領書 10 2 10・2b 285・14b 10・2a
42 勅雋州都督許齋物書 10 3 10・3a 285・15a 10・2b
43 勅隴右節度陰承本書 10 4 10・3b 285・15b 10・3a 14707・26a
44 勅安西節度王斛斯書（３） 10 5 10・4a 285・16a 10・3b 14707・23b
45 勅北庭経略使蓋嘉運書（１） 10 6 10・4b 285・16a 10・4b
46 勅安西節度王斛斯書（４） 10 7 10・5a 285・17a 10・5a 14707・24a
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49 勅安西節度王斛斯書（７） 10 10 王斛斯 秋冷 卿及將士
已下 開元24年秋

王斛斯に対し、吐蕃を警戒し、
動きを封じるよう指示する。も
し、この勅書の到達より前に戦
闘がしまっていた場合には、吐
蕃を殲滅するよう激励している。

50 勅安西節度王斛斯書（８） 10 11 王斛斯 秋後漸冷 卿及將士已下
開元24年の
９月か

王斛斯に突騎施との戦いにおけ
る功績に報いることを伝え、吐
蕃を警戒するよう指示している。

51 勅北庭経略蓋嘉運書（２） 10 12 蓋嘉運 秋後漸冷 卿及将士已下
開元24年８・
９月頃

蓋嘉運に対し、突騎施・蘇禄追
撃の軍功により旧官を兼ねて褒
進し、突騎施の請和は不信であ
るとして、なお一層の防備を命
じた。

52 勅渤海使蓋嘉運書 10 13
瀚海軍使
北庭都護
盖嘉運

冬中甚冷 卿及將士已下
開元23年11
月

疏勒（カシュガル）に逼った突
騎施排除のため、蓋嘉運に、早
急に遍城の包囲を解くよう命
じ、王斛斯と作戦を練るよう念
押しして王尚客を派遣した。

53 勅四鎮節度王斛斯書（１） 10 14

四鎮節度
副大使安
西副大都
護王斛斯
及將士已
下

冬中極寒 卿及將士已下

開元23年閏
11月または
11月

王斛斯以下の諸将兵士に対し、
突騎施戦の死傷者・功労者への
褒賞を伝え、蘇禄は和を請うも
兵を撤収していないから、蓋嘉
運ともに用心し、臨機応変に対
応せよと指示した。

54 勅四鎮節度王斛斯書（２） 10 15

四鎮節度
副大使安
西副大都
護王斛斯

冬中甚寒 卿及將士已下
開元23年11
月

突騎施を討つため、牛仙客に派
兵と兵への賜与物の支援を命じ
たことを王斛斯に伝え、四鎮の
兵の召募を一任するが数を報告
すること、蓋嘉運とよく協議す
ること等を指示した。

55 勅安西節度王斛斯書（9） 10 16 王斛斯 冬中甚寒 卿及將士 開元23年11月

蘇禄との戦闘を頻々と報告する
王斛斯に対し、牛仙客に援軍を
出させたこと、敵は烏合で不満
が募っているから、蓋嘉運とよ
く協議して討伐せよと、指示し
た。

56 勅北庭都護蓋嘉運書 10 17 北庭都護盖嘉運 春初餘寒 卿及將士 開元24年正月

蓋嘉運は都での持病の治療を奏
請したが、西州庭州が緊密に連
携して蘇禄に対応すべき時期で
あるからと認めず、代わりに医
者を派遣した

57 勅瀚海軍使蓋嘉運書（２） 10 18

瀚海軍使
北庭都護
盖嘉運及
將士已下

春初餘寒 卿及將士已下
開元24年正
月

王尚客の報告を聞き、蓋嘉運以
下兵士に窮冬十二月の出兵・戦
勝をねぎらい褒賞を約し、蘇禄
の撃退を遂げるように激励した。
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表２　『曲江集』巻十　勅書内容一覧表
通号 題名 巻 番号 宛先 時候 文末 起草時期 要約

40 勅常州別駕董懲運書 10 1 當州別駕董懲運 比極暄 卿及部落
百姓

開元22年・
23年・24年
いずれかの
３月

董懲運の怨訴に対して、唐王朝
が再調査を行っていることとそ
の見解とを示している

41 勅當息羗首領書 10 2

當悉柘靜
維翼等諸
州首領百
姓等

比已熱 首領百姓
等

開元22年・
23年・24年
いずれかの
夏

董懲運への勅（40号）の使者王
承訓の復命をうけ、當州周辺諸
州の蕃族首領に対して、要望に
素早く応じ、吐蕃への備えを求
めている

42 勅雋州都督許齋物書 10 3 許齊物 秋中漸涼 及吏人已下

開元22年・
23年いずれ
かの８月

吐蕃が雟州の塩井に南下したた
め、達奚守珪・蒙帰義らに勅を
降したことを許斉物に告げ、ま
た、雟州の守りを固め、臨機応
変に対処するよう命じた

43 勅隴右節度陰承本書 10 4 隴右節度使陰承本 秋初尚熱 卿及將士
開元22年・
23年いずれ
かの８月

隴右節度使陰承本に、吐蕃は陰
で突騎施と結び悪企みがあるか
ら、先に動かず、よく監視し、
兵を鍛えて備え、何かあれば至
急報告せよと指示した

44 勅安西節度王斛斯書（３） 10 5

四鎮節度
副大使・
安西副大
都護王斛
斯及将士
等

初春尚寒 卿及将士已下
開元24年正
月

突騎施の撥換城攻撃の後、その
戦いに参加した王斛斯以下の将
士に対して慰労し、今後の方針
を指示した

45 勅北庭経略使蓋嘉運書（１） 10 6 蓋嘉運 春晩 卿及将士
已下

開元24年３
月の可能性
が高い。23
年３月の可
能性もある。

安西管内を昨年しばしば突騎施
が襲ったが、蓋嘉運の救援で退
けたのを嘉し、なおよく王斛斯
と計り、敵を防ぐように指示し
ている

46 勅安西節度王斛斯書（４） 10 7

四鎮節度
副大使安
西副大都
護王斛斯
等

春晩極暄 卿及將士已下
開元24年３
月

前年冬の（突騎施の）侵攻に対
する防備をねぎらい、今後の方
針を指示している

47 勅安西節度王斛斯書（５） 10 8 王斛斯 時暑 卿及将士
已下

開元24年５
月頃

王斛斯に対し大食の呼邏散訶密
の上表によって、大食との協力
関係を確認したことを伝え、今
後の行動について指示している。

48 勅安西節度王斛斯書（６） 10 9

四鎮節度
副大使安
西副大都
護王斛斯
及将士已
下

夏晩毒熱 卿及将士已下
開元24年６
月

王斛斯らの前年の対突騎施戦の
働きを慰労し、その軍功を具体
的に報告するように命じてい
る。また、西域で突騎施と吐蕃
との協力関係に警戒するよう指
示した。
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表３　『曲江集』巻十　勅書起草時期対照表

通号 題名 巻 番号 張九齢編年考 張九齢集校注『曲江集』勅書を読む会 参考研究

40 勅常州別駕董懲運書 10 1
開元23年春末
の王昱在職期
間

開元23年春末
の王昱在職期
間

開元22年・23年・
24年いずれかの
３月

41 勅當息羗首領書 10 2 開元23年夏初 開元23年夏初
開元22年・23年・
24年いずれかの
夏

開元23年夏（石
見）

42 勅雋州都督許齋物書 10 3 開元23年８月から９月の間
開元23年８月
から９月の間

開元22年・23年
いずれかの８月

開元23年秋（石
見）
開元26年頃（藤
澤・菅沼）

43 勅隴右節度陰承本書 10 4 開元22年７月 開元23年７月 開元22年・23年いずれかの８月
開元23年秋（石
見）

44 勅安西節度王斛斯書（３） 10 5 開元24年春正月
開元24年春正
月 開元24年正月 開元24年春正月

（斉藤）

45 勅北庭経略使蓋嘉運書（１） 10 6 開元24年３月 開元24年３月

開元24年３月の
可能性が高い。
23年３月の可能
性もある。

開元24年3月（斉
藤）

46 勅安西節度王斛斯書（４） 10 7 開元24年３月 開元24年３月 開元24年3月 開元24年３月
（斉藤）

47 勅安西節度王斛斯書（５） 10 8 開元24年５月から６月の間 開元24年盛夏 開元24年5月頃
開元24年５月か
ら６月の間（斉
藤）

48 勅安西節度王斛斯書（６） 10 9 開元24年６月 開元24年６月 開元24年6月 開元24年６月
（斉藤）

49 勅安西節度王斛斯書（７） 10 10 開元24年９月 開元23年８月から９月の間 開元24年秋
開元24年９月
（斉藤）

50 勅安西節度王斛斯書（８） 10 11 開元24年10月初
開元24年10月
初

開元24年の９月
か

開元24年晩秋
（斉藤）

51 勅北庭経略蓋嘉運書（２） 10 12 開元24年10月 開元24年9月から10月の間
開元24年8・9月
頃

開元24年晩秋
（斉藤）

52 勅渤海使蓋嘉運書 10 13 開元23年11月 開元23年10月以後 開元23年11月 開元23年11月
（斉藤）

53 勅四鎮節度王斛斯書（１） 10 14 開元23年11月 開元23年11月から12月の間
開元23年閏11月
または11月

開元23年11月
（斉藤）

54 勅四鎮節度王斛斯書（２） 10 15 開元23年11月 開元23年11月 開元23年11月 開元23年11月
（斉藤）

55 勅安西節度王斛斯書（９） 10 16 開元23年11月 開元23年11月 開元23年11月 開元23年11月
（斉藤）

56 勅北庭都護蓋嘉運書 10 17 開元24年正月初
開元24年正月
初 開元24年正月 開元24年正月初

（斉藤）

57 勅瀚海軍使蓋嘉運書（２） 10 18 開元24年正月初 開元24年正月 開元24年正月
開元24年１月26
日～30日の間
（斉藤）
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表４　『曲江集』巻十三～巻十四　状諸本対照表
凡例：巻・丁・表/裏 （８・１a／８・１ｂ）とする

状 題名 巻 番号 四部叢刊 全唐文 四庫全書 文苑英華
1 論東北軍未可軽動状 13 12 13・9a 288・15b 13・10b
2 請将吏刊石紀功状 13 16 13・12a 288・16b 13・14a
3 賀張待賓奏剋捷状 13 20 13・15a 288・19a 13・16b 637・1a
4 賀北庭解囲仍有殺獲状 14 1 14・1b 289・1a 14・1a 637・1ｂ
5 賀奚契丹廓清有期状 14 2 14・2a 289・1a 14・1b
6 賀誅奚賊可突于状 14 3 14・2b 289・1b 14・2a 637・3a
7 賀破突厥状 14 4 14・3a 289・2a 14・3a 637・2a
8 賀東北累捷状 14 5 14・4a 289・2b 14・4a 637・2b
9 賀依聖料赤山北無賊及突厥要重人死状 14 6 14・4b 289・3a 14・5a
10 賀突厥小可汗必是傷死状 14 7 14・5b 289・4a 14・6a
11 賀聖料突厥必有亡徴其兆今見状 14 8 14・6a 289・4b 14・6b
12 賀蓋嘉運破賊状 14 9 14・6b 289・5a 14・7a
13 賀賊蘇禄遁走状 14 10 14・6b 289・5b 14・7b 637・2a
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表５　『曲江集』　宦官名記載勅書・状一覧表

通号 題名 巻 番号 宦官名 勅・状
内官職 正史 他史料

11 勅河西節度牛仙客書（２） 8 11 程元宗 内侍 × ×

19 勅幽州節度張守珪書（３） 8 19 趙惠琮 内給事 ○ ○ 文苑英華巻402・資治通鑑巻214など

34 勅渤海王大武芸書（１） 9 15 内侍 × ×

40 勅常州別駕董懲運書 10 1 厳正誨 × ○ 南詔徳化碑
内侍 × ×

41 勅當息羗首領書 10 2 王承訓 × ○ 南詔徳化碑
43 勅隴右節度陰承本書 10 4 范正顔 × ×

52 勅渤海使蓋嘉運書 10 13 王尚客 内謁者
監 × ○ 文苑英華646など

61 勅金城公主書（１） 11 4 竇元禮 内常侍 × ○ 冊府元亀巻980
67 勅突厥可汗書（４） 11 10 趙惠琮 ○ ○ 文苑英華巻402・資治通鑑巻214など
68 勅突厥可汗書（５） 11 11 趙惠琮 内侍 ○ ○ 文苑英華巻402・資治通鑑巻214など
71 勅吐蕃賛普書（２） 11 14 竇元禮 × ○ 冊府元亀巻980
72 勅吐蕃賛普書（３） 11 15 竇元禮 内常侍 × ○ 冊府元亀巻980
74 勅吐蕃賛普書（５） 12 2 竇元禮 × ○ 冊府元亀巻980

75 勅金城公主書（２） 12 3 宗玄禮 × ×
賈混 × ×

76 勅吐蕃賛普書（６） 12 4 竇元禮 × ○ 冊府元亀巻980
78 勅吐蕃賛普書（７） 12 6 劉思賢 内常侍 × ○ ※墓誌（6211） 

劉明子 判官 × ×
90 勅拓静州首領書 12 18 王承訓 × ○ 南詔徳化碑

91 勅西南蠻大首領蒙帰義書（２） 12 19 王承訓 内給事 × ○ 南詔徳化碑

93 勅安南首領爨仁哲書 12 21 安道訓 掖庭令 × ×
1 論東北軍未可軽動状 13 12 高力士 ○ ○ 管見史料多数

劉思賢 × ○ ※墓誌（6211） 
3 賀張待賓奏剋捷状 13 20 高力士 ○ ○ 管見史料多数
5 賀奚契丹廓清有期状 14 2 高力士 ○ ○ 管見史料多数
6 賀誅奚賊可突于状 14 3 高力士 ○ ○ 管見史料多数
8 賀東北累捷状 14 5 劉思賢 × ○ ※墓誌（6211） 

9 賀依聖料赤山北無賊及
突厥要重人死状 14 6 張暁

幽州節
度判官
監察御
史

× ×

10 賀突厥小可汗必是傷死状 14 7 牛仙童 ○ ○ 管見史料多数

11 賀聖料突厥必有亡徴其兆今見状 14 8 林招隠 ○ ○ 曲江集巻15

12 賀蓋嘉運破賊状 14 9 高力士 ○ ○ 管見史料多数
王尚客 × ○ 文苑英華646など

13 賀賊蘇禄遁走状 14 10 高力士 ○ ○ 管見史料多数
曹待仙 × ×

※墓誌番号は氣賀澤保規編『新編唐代墓誌所在総合目録』（汲古書院、2017年）による。


